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第
二
章
 
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
年
貢
輸
送

一
、
観
世
音
寺
領
荘
園

2
、
金
 
生
 
封

。
金
団
封
の
立
地
と
そ
の
成
立

 
観
世
音
寺
領
金
生
封
は
、
現
在
の
福
岡
県
鞍
手
郡
若
宮
町
上
金
生
の
地
に
同
定
で
き
る
。
遠

賀
川
は
中
流
の
直
方
市
植
木
か
ら
犬
鳴
川
と
合
流
す
る
が
、
そ
の
耳
鳴
川
を
約
十
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
湖
つ
た
地
点
に
あ
る
。
若
宮
町
に
は
後
述
の
六
条
八
幡
宮
領
若
宮
荘
が
あ
っ
た
が
、
若
宮

荘
と
は
こ
の
犬
鳴
川
を
へ
だ
て
て
南
北
に
相
対
す
る
一
帯
で
、
南
岸
、
叶
獄
の
山
麓
に
ひ
ろ
が

る
段
丘
上
に
ひ
ら
け
た
集
落
で
あ
る
。
現
在
も
犬
鳴
川
が
こ
の
集
落
の
す
ぐ
北
側
を
流
れ
、
か

っ
て
こ
の
川
で
舟
運
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
た
や
す
く
推
察
で
き
る
。
近
世
に
お
い
て
爆
鳴
川

に
あ
っ
た
船
場
の
も
っ
と
も
上
洗
は
若
宮
、
す
な
わ
ち
現
在
の
福
丸
で
あ
っ
た
が
、
下
金
生
と

福
丸
は
ご
く
僅
か
の
距
離
で
あ
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
、
同
一
点
と
み
な
し
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ

る
。
或
は
現
在
の
金
生
に
は
観
世
音
寺
領
に
は
ほ
と
ん
ど
祭
ら
れ
て
い
る
日
吉
神
社
が
な
く
、

福
丸
に
は
鎮
座
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
か
っ
て
の
金
生
封
は
福
丸
の
方
が
中
心
で
あ
っ
た
か
と

も
考
え
て
い
る
。
ま
た
写
生
の
西
南
隣
の
下
村
に
は
、
日
吉
神
社
が
あ
る
の
で
こ
の
付
近
ま
で

金
生
封
の
領
域
で
倣
な
か
っ
た
か
と
推
量
さ
れ
る
。

 
金
鉱
封
の
史
料
的
な
初
見
は
、
延
喜
五
(
九
〇
五
)
年
の
「
観
世
音
寺
資
財
帳
」
に
み
え
る

封
戸
二
百
姻
の
内
、
筑
前
国
鞍
手
郡
五
十
姻
、
金
成
郷
で
あ
っ
て
、
金
成
郷
は
「
和
名
抄
」
の

金
生
郷
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
封
戸
の
施
肥
は
朱
鳥
元
(
六
八
六
)
年
に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
生
封
の
四
至
あ
る
い
は
田
数
に
つ
い
て

は
明
確
な
記
載
が
な
く
、
ま
た
封
戸
か
ら
荘
園
化
し
た
経
過
や
そ
の
年
代
に
つ
い
て
も
史
料
を

欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
金
生
の
地
域
が
そ
の
ま
ま
か
つ
て
の
金
生
封
か
ら
発
展
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
四
至
i
荘
域
に
つ
い
て
は
多
少
、
推
測
が
で
き
る
。
ま
た
観
世
音
寺
文

書
目
録
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
の
治
安
四
(
一
〇
二
四
目
万
寿
元
)
年
の
段
階
に
お
い
て
、
金

生
封
の
公
駄
説
作
成
さ
れ
に
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
年
貢
運
上
関
係
に
限
定

さ
れ
る
が
、
史
料
的
所
見
が
あ
る
。

。
金
生
封
の
年
貢
輸
送

 
年
貢
輸
送
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
金
虫
封
の
回
数
が
ど
れ
位
あ
っ
た
か
を
考
え
る
必
要
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
。
長
承
元
(
一
一
三
二
)
年
十
二
月
の
筑
前
国
金
生
噛
作
田
注
文
に
よ
り
、
大
治
三
(
一

一
二
八
)
年
か
ら
長
承
元
年
ま
で
五
年
間
の
作
田
・
除
田
・
天
田
・
正
米
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
 
(
表
1
参
照
)
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
田
以
下
の
平
均
値
は
、
作
田
百
二
十

六
町
七
反
百
四
十
四
歩
で
あ
り
、
三
田
百
十
三
町
一
反
二
百
四
歩
に
対
し
、
正
米
は
三
百
四
十

五
三
七
斗
五
升
八
合
七
夕
で
あ
っ
た
。
反
別
三
斗
余
の
正
米
が
輝
国
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
経
済
力
を
有
す
る
金
詰
封
に
対
し
て
、
東
大
寺
は
政
所
の
御
定
と
称
し
て
、
天

承
二
(
一
二
二
二
)
年
八
月
二
日
、
山
田
使
、
書
生
上
座
逞
増
大
法
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
東
大

寺
は
観
世
音
寺
領
に
対
す
る
実
質
的
支
配
権
を
も
っ
て
い
た
段
階
で
は
あ
る
が
、
い
か
に
東
大

寺
側
の
金
生
封
に
関
心
を
払
い
、
か
つ
同
封
の
重
要
性
を
認
め
、
確
実
に
お
の
が
支
配
下
に
置

こ
う
と
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
金
園
封
の
在
地
に
お
け
る
勢
は
、
後
掲
の

表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
階
・
定
田
・
正
米
と
も
に
全
般
的
に
増
減
の
著
し
い
中
で
、
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次
第
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
、
衰
退
の
途
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
観
世
音
寺
領
は
金
生
に
限

ら
ず
平
安
時
代
末
期
雪
1
2
に
は
次
第
に
嚢
還
す
る
傾
角
が
鐙
，
く
、
観
世
商
キ
の
キ
運
の
配
管
レ
r
｝
既

を
一
に
す
る
。

 
さ
て
、
、
年
貢
米
運
上
は
、
，
大
治
二
年
(
一
＝
一
七
)
か
ら
そ
の
状
況
が
う
か
が
え
る
。
同
年

八
月
廿
五
日
か
ら
嘉
応
二
年
(
一
一
七
〇
)
ま
で
を
表
に
し
て
示
す
と
表
②
の
よ
う
に
な
る
。

 
こ
の
表
に
お
け
る
永
暦
か
ら
仁
安
ま
で
の
分
は
、
い
わ
ゆ
る
運
上
送
文
に
よ
る
の
で
、
こ
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ね

に
あ
げ
た
数
字
が
そ
の
咲
分
の
年
貢
高
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
が
、
二
度
に
分
け
ら
れ
た
運

上
を
予
想
し
て
、
運
上
米
そ
の
他
を
二
倍
に
み
て
も
急
減
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
る
ま

い
⑩
そ
れ
は
、
さ
ら
に
大
治
元
年
か
ら
の
継
続
と
し
、
そ
の
減
少
ぶ
り
を
み
れ
ば
、
次
第
に
減

少
の
，
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大
治
四
年
(
一
一
二
九
)
三
月
二
十
八
日
筑
前
国
金
雪
降
年
貢
米
結
解
状
に
よ
れ
ば
、
六
十

石
が
淀
津
で
受
取
ら
れ
、
さ
ら
に
東
大
寺
へ
運
ば
れ
た
。
淀
津
か
ら
奈
良
東
大
寺
ま
で
の
運
賃

が
、
定
蔵
納
米
五
十
七
石
一
斗
四
升
三
合
に
対
し
、
石
別
五
升
の
配
分
に
よ
り
、
二
石
八
斗
五

升
七
合
ど
な
っ
た
。
ま
た
同
様
に
、
同
石
高
の
定
蔵
納
米
を
加
え
て
、
延
定
米
は
七
十
四
石
二

斗
八
升
五
合
ど
な
る
。
こ
の
延
定
米
と
過
下
二
斗
九
升
六
合
を
加
え
る
と
金
位
封
が
東
大
寺
へ

納
入
す
べ
ぎ
配
下
の
七
十
四
石
五
斗
八
升
一
合
と
な
る
。
こ
の
計
算
方
法
は
結
解
状
に
従
っ
た

も
の
で
あ
る
。
煩
雑
で
あ
る
の
で
簡
略
に
推
定
計
算
の
方
法
を
重
ね
て
述
べ
る
と
、
金
生
封
か

 
 
 
 
 
(
現
)

ら
東
大
寺
へ
の
見
出
名
高
の
実
数
は
定
蔵
納
米
で
あ
る
。
こ
れ
に
淀
津
、
東
大
寺
間
の
運
賃
を

加
え
た
津
津
定
米
が
、
淀
津
、
金
生
間
の
運
賃
を
計
算
す
る
対
象
と
な
る
。
淀
・
東
大
寺
間
の

運
賃
す
な
わ
ち
、
御
寺
運
上
加
賃
料
は
「
除
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
考
え
ず
、
結
局
定
蔵
納
米

か
ら
加
斗
出
の
計
算
を
す
る
。
金
上
封
、
淀
津
間
の
運
賃
は
「
石
馬
三
升
」
と
い
う
送
文
の
記

載
に
よ
り
、
加
斗
出
を
計
算
し
、
こ
れ
に
前
述
の
定
蔵
納
米
を
加
算
す
る
と
「
所
下
米
」
と
な

る
。
以
上
の
運
賃
そ
の
他
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
の

中
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
居
り
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
計
算
に
よ
っ
て
、
他
の
論
考
に
も
引
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
結
解
状
に
つ
い
て
は
、
西
岡
氏
の
見
解
で
少
々
問
題
点
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
、
第
一
は
、
金
玉
封
の
年
貢
米
は
博
多
津
か
ら
で
は
な
く
、
鉢
生
か
ら
直
接
.
 
、
淀

津
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
、
第
二
に
年
貢
運
賃
の
計
算
を
「
延
喜
式
」
に
求
め
る
こ
と

は
、
略
算
な
ら
ば
許
さ
れ
よ
う
が
、
絶
対
値
と
し
て
延
喜
式
の
官
物
輸
送
の
運
賃
率
が
導
入
し
得

る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
西
岡
氏
が
つ
く
ら
れ
た
計
算
式
が
そ
れ
自
体
矛
盾
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
童
謡
)
不
1
》
渇
睾
瑚
1
1
離
簿
祷
馨
と
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
暑
熱

※
1
1
藩
命
陳
米
＋
》
鴻
動
画
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
言
え
る
こ
と
は
船
賃
は
当
然
淀
津
定
米
か

ら
計
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
船
賃
は
定
蔵
納
米
に
よ
り
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
こ
の
船
賃
に
は
御
寺
運
上
加
賃
料
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
漂
福
滞
1
1
藩
簿

爾
曽
＋
婚
栂
庸
賦
謁
1
一
 
ハ
い
庚
、
剰
シ
鳶
※
＋
竃
悪
闘
」
㌧
愛
期
軸
、
｝
＋
壊
渓
晦
眺
望
す
な
わ
ち
、
薩
巴
澱
峠
-
隈

鷺
誉
滞
＋
(
強
無
渡
」
覧
這
蹄
透
＋
》
福
事
鯨
)
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
西
岡
氏
の
言
う

公
定
船
賃
と
は
御
寺
運
上
加
賃
料
も
含
め
た
船
賃
と
な
る
。
よ
っ
て
定
蔵
米
か
ら
割
出
さ
れ
た

公
定
船
賃
は
そ
れ
だ
け
で
加
斗
出
米
高
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
西
岡
氏
は
公
定
船
賃

と
御
寺
運
上
加
賃
料
の
四
這
が
、
加
斗
出
米
高
と
し
た
か
ら
こ
の
加
斗
出
米
に
は
御
寺
運
上
加

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
6
)

賃
料
が
二
倍
に
な
っ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
以
上
、
大
治
四
年
の
金
生
封
年
貢
米
結
解
状
を
、
西

岡
氏
の
見
解
に
対
す
る
問
題
点
の
指
摘
か
ら
見
た
。

 
次
に
、
永
暦
二
年
(
一
一
六
一
)
十
月
か
ら
嘉
応
二
年
(
一
一
七
〇
)
三
月
ま
で
は
、
碓
井

封
の
場
合
と
同
様
な
形
式
の
年
貢
運
上
勘
文
で
あ
る
。
し
か
し
運
上
高
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
5

の
で
雑
用
の
内
容
を
表
に
示
し
た
。
 
(
表
3
参
照
)
問
題
と
な
る
の
は
、
正
米
に
対
す
る
雑
用
斯

す
な
わ
ち
運
賃
、
同
様
に
平
駄
賃
料
、
国
津
川
下
資
料
、
さ
ら
に
正
米
に
附
さ
れ
る
水
手
員
数
紘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
労
力
等
で
あ
る
。
先
ず
雑
用
に
つ
い
て
は
表
3
の
ご
と
く
上
昇
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
因
M

に
大
治
元
年
の
運
上
の
時
は
、
3
9
・
1
％
、
先
の
大
治
四
年
三
月
廿
八
日
置
結
解
状
で
は
2
9
・
⑳

9
％
で
あ
っ
た
か
ら
・
永
暦
・
仁
安
・
謹
の
上
昇
は
明
確
で
あ
る
が
・
平
均
的
な
運
賃
は
約
歯

四
割
五
分
を
占
め
て
い
る
・
平
駄
賃
料
お
よ
び
国
津
川
下
賃
料
は
第
三
章
で
述
べ
る
こ
と
に
し
砒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
、
水
手
に
つ
い
て
見
る
と
永
暦
二
年
は
四
人
の
功
物
議
が
十
二
石
で
あ
っ
て
、
一
人
宛
て
三
 
・

石
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
・
運
上
米
は
約
＋
皿
石
に
天
の
水
手
が
付
け
ら
れ
た
計
算
に
㎞

な
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
仁
安
四
年
に
応
用
す
る
と
正
米
三
十
石
で
あ
る
か
ら
ほ
ぼ
二
人
と
考
え
脈

ら
れ
、
二
人
と
す
れ
ば
五
石
四
斗
の
功
食
料
は
一
人
二
・
細
石
と
な
る
。
同
様
に
嘉
応
二
年
は
㎡

二
人
と
し
て
年
貢
米
約
二
十
石
当
り
に
一
人
、
そ
し
て
功
食
料
は
一
人
に
三
・
六
二
石
と
な
㎎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。
仁
安
.
 
嘉
応
の
両
年
と
も
二
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
水
手
が
約
十
八
石
に
一
人
付
け
乳

ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
.
 
こ
の
三
回
の
年
貢
運
上
で
気
づ
く
こ
と
は
・
先
ず
・
梶
取
末
成
の
存
恥

在
で
あ
る
。
仁
安
四
年
に
お
い
て
は
末
成
の
代
宮
と
し
て
堂
達
が
あ
ら
わ
れ
る
、
の
こ
る
二
回

の
送
文
に
も
末
成
が
梶
取
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
梶
取
末
成
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
こ
こ

で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
他
の
庄
園
の
例
か
ら
推
し
て
お
そ
ら
く
は
金
生
封
の

有
力
名
主
が
、
蕊
取
の
職
を
専
門
と
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
署
判
の
加
え

方
に
つ
い
て
も
永
暦
と
そ
れ
以
降
で
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
永
暦
の
運
上
勘
文
で

は
、
署
名
を
し
て
い
る
の
は
権
都
那
従
儀
師
以
下
の
観
世
音
寺
僧
侶
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
仁
安

・
嘉
応
に
至
る
と
、
署
判
を
加
え
た
も
の
は
政
所
僧
、
封
司
(
代
)
預
所
と
な
っ
て
お
り
、
次

第
に
観
世
音
寺
の
手
か
ら
離
れ
て
い
く
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を

も
つ
者
か
は
明
白
で
は
な
い
。



運水と園荘3

 
金
生
封
の
年
貢
運
上
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
り
文
永
二
年
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
7
、

一
月
二
十
日
か
ら
文
永
九
年
七
月
ま
で
十
六
通
の
年
貢
送
文
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
期
の
年
貢
運
上

の
様
相
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
「
頼
随
筆
倶
舎
論
第
五
巻
抄
」
の
紙
背
文
書
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
表
に
し
て
示
そ
う
。
 
(
表
4
)
こ
の
表
に
つ
い
て
、
更
に
分
表
を
作
製
す
る
と
表
5
の
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
平
安
末
期
と
比
べ
る
と
金
生
封
の
年
貢
米
は
減
少
し
な
が
ら
も
、
荘
園

と
し
て
存
続
を
し
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
一
見
、
増
減
の
幅
か
大
き
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
見
納

分
の
正
米
も
史
料
的
な
問
題
に
よ
っ
て
起
'
'
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
表
で
も
判
る
通
り
、
文
永

三
・
四
・
五
年
の
送
文
は
間
断
な
く
継
続
し
て
い
る
と
考
え
る
。
三
・
四
年
度
分
の
正
米
は
三

・
四
・
五
年
の
史
料
的
継
続
に
よ
り
、
上
限
・
下
限
と
も
他
年
度
分
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
以

上
の
点
か
ら
文
永
年
代
の
年
貢
米
は
三
・
四
年
度
の
正
米
に
よ
っ
て
う
か
が
え
よ
う
。
ほ
ぼ
百

十
六
石
前
後
で
あ
る
正
米
に
雑
用
(
正
米
の
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
平
均
)
を
加
え
れ
ば
年
貢
米

百
五
十
八
・
九
二
石
を
推
計
で
き
よ
う
。
そ
し
て
表
5
の
二
・
五
・
七
・
八
年
度
分
も
表
4
の

左
通
の
継
続
す
る
年
貢
送
文
か
ら
す
れ
ば
運
上
高
が
少
い
の
は
肯
け
る
。
た
だ
三
・
四
年
の
正

米
に
見
ら
れ
る
如
く
全
く
一
定
し
て
い
た
と
ま
で
は
断
定
さ
れ
難
い
。
と
も
か
く
東
大
寺
の
収

取
分
が
三
百
石
か
ら
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
著
し
い
後
退
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

 
次
に
雑
用
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
正
米
高
の
中
で
占
め
る
雑
用
の
比
率
を
求
め
て
別
表
に
作

製
し
て
示
せ
ば
表
6
の
よ
う
に
な
る
。
表
5
に
よ
れ
ば
、
平
安
末
期
に
四
・
五
割
な
い
し
そ
れ

以
上
を
占
め
て
い
た
運
賃
が
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
に
文
永
四
年
五
月
二
十
日
の

送
交
に
よ
れ
ば
、
雑
用
十
四
石
の
下
に
注
と
し
て
「
四
斗
ち
ん
」
と
あ
り
、
ま
た
同
様
に
文
永

五
年
正
月
二
十
九
日
の
も
の
に
も
「
二
斗
五
升
ち
ん
」
と
見
え
て
い
る
が
、
関
係
史
料
の
欠
如

か
ら
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

 
東
大
寺
に
納
め
ら
れ
た
も
の
は
、
文
永
年
間
に
お
い
て
は
、
米
ば
か
り
で
は
な
く
、
甘
葛
二

久
里
「
糖
一
口
、
布
二
段
な
ど
が
見
え
る
。
時
期
は
不
定
で
あ
る
が
一
定
量
定
上
さ
れ
た
。
こ
の

他
、
銭
四
貫
文
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
仁
心
に
関
す
る
も
の
は
文
永
年
中
の
み
で
こ
れ
に
つ
い

て
は
送
文
に
も
何
ら
説
明
が
見
え
な
い
。
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
荘
園
の
年
貢
は
次
第
に
銭
黙

止
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
か
ら
、
隣
接
す
粥
田
荘
に
「
市
場
し
の
存
在
も
あ
っ
て
、
何
ら
か
の

こ
の
地
に
お
け
る
貨
幣
経
洛
の
進
展
を
示
す
も
め
と
考
え
て
良
い
が
、
関
係
史
料
が
見
当
ら
な

い
。
雑
公
事
と
し
て
の
銭
納
と
解
釈
し
て
い
る
。
一
般
的
に
つ
い
て
九
州
地
方
で
も
大
陸
貿
易

に
よ
る
銭
貨
流
入
が
あ
り
、
ま
た
、
田
地
生
産
力
の
低
位
性
に
よ
っ
て
農
民
は
雑
穀
や
手
工
業

製
品
の
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
加
う
る
に
年
貢
輸
送
の
困
難
性
の
事
情
が
あ
い
ま
っ
て
、
早

く
か
ら
代
銭
納
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
北
九
州
の
荘
園
か
ら
は
余
り
に
も

多
く
の
「
米
」
が
運
漕
さ
れ
て
い
る
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
、
ま
た
銭
納

は
比
較
的
少
い
の
で
あ
る
。

 
文
永
二
年
か
ら
九
年
の
間
に
あ
ら
わ
れ
る
年
取
は
、
比
延
、
清
太
別
当
、
代
朝
四
千
(
梶
取

代
の
朝
四
千
で
あ
ろ
う
)
の
三
名
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
出
自
や
身
分
、
封
内
で
の
地
位
な
ど
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

 
そ
の
後
の
若
生
封
の
年
貢
関
係
に
つ
い
て
は
、
蒙
古
襲
来
に
よ
っ
て
年
貢
運
漕
に
支
障
を
き

た
し
た
史
料
が
の
こ
っ
て
い
る
。
弘
安
元
年
九
月
に
書
写
さ
れ
た
「
有
法
差
別
短
歌
」
の
裏
文

 
 
 
 
(
8
)

書
に
よ
れ
ば
、
建
治
三
年
の
十
一
月
三
日
、
僧
発
寛
は
金
生
封
に
下
向
し
て
、
帰
京
す
る
時
に

な
っ
て
「
弘
安
の
役
」
が
近
づ
き
、
い
よ
い
よ
襲
来
の
様
相
が
濃
く
な
っ
た
た
め
、
門
司
関
以
下

の
関
は
警
固
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
だ
。
従
っ
て
上
り
の
船
が
不
通
と
な
っ
て
滞
留
し
、
そ
の
上
蒙

古
襲
来
の
た
め
宝
生
封
米
も
守
護
所
か
ら
押
し
留
め
ら
れ
た
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
こ
れ
は
尭
寛
が
越
後
得
業
房
に
宛
て
た
書
状
で
、
日
付
は
十
一
月
十
四
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
三
日
に
上
京
の
予
定
が
十
四
日
ま
で
留
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
中
で
注
目

す
べ
き
こ
と
は
蒙
古
襲
来
に
よ
っ
て
関
が
と
ざ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
蜜
蝋
封
米
運
漕
が
困

難
に
な
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
僅
か
の
史
料
で
詳
細
な
事
情
は
う
か
が
え
な
い
が
、
文
永
年
間
に

も
見
た
ご
と
く
年
貢
米
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
創
に
対
し
使
僧
が
派
遣
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
東
大
寺
に
と
っ
て
は
遠
隔
地
の
所
領
で
あ
っ
て
、
次
第
に
領
主
の
手
か
ら
離
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
が
な
お
積
極
的
支
配
が
な
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
三
生
の
経

済
的
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と
が
推
量
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
「
米
」
の
産
地
で
あ
っ
た
の
み
だ
ろ
う
か
。

 
鎌
倉
末
期
に
、
野
生
封
の
史
料
で
は
管
見
の
限
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

で
最
後
の
も
の
が
あ
る
。
永
仁
元
年
十
二
月
の
「
東

 
 
 
 
 
(
9
)

大
寺
事
務
条
々
」
に
よ
れ
ば
、
筑
前
国
金
三
障
事
と

し
て
関
東
御
教
書
を
下
さ
れ
た
。
ま
た
金
生
直
実
検

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
人
)

事
と
し
て
当
荘
の
実
検
に
は
故
実
の
仁
を
差
副
え
て

行
う
よ
う
五
大
院
太
郎
左
エ
門
尉
に
仰
付
け
ら
れ

た
。
と
い
う
内
容
で
あ
っ
て
、
く
わ
し
い
こ
と
は
見

え
な
い
が
、
石
生
荘
(
す
で
に
封
か
ら
荘
に
名
称
も

変
っ
て
い
る
)
に
対
す
る
実
検
が
依
然
と
し
て
領
家

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
前
生
が
ま
だ
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表

東
大
寺
の
確
実
な
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
で

き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
金
生
に
関
す

る
史
料
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
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大治3年

  4年

  5年

天承元年

長承元年
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表2

-
二
2
(
」

  (大治元年分)
大治2. 8. 25. 

大治2

大治3

4i大治4
51大治5
6 長fa 2. 2. 22

7 長承2. 2. 22

8i永暦2. 10
gl仁安4. 2. 25
 ］
101 嘉踊献2.  3. 25

566石4斗1升6合1勺

100石7斗

43石6斗8升

58石2斗6升

407石2斗  3合

322石2斗2升

407石

349石1斗

305石9斗3升5合1勺

321石

150石

70石

30石

40石

159石3斗1升9合5勺

30石7斗

13石6斗8升

18石2斗6升

注史料 1
∩
∠
∩
」
7
・
8
0
/
O

 
 
 
 
 
 
l

平安遺:文5の1811頁

 〃 5の1820頁
 〃  5の1917頁

 〃  5の1927頁

東大寺文書5の405頁

平安遺文7の2730頁

 〃 7の2757頁

表5

1永暦2年1・月 i按4年2月25曝鷹2年3月25日

運  上  米 100石7斗 43石6斗8升 58石2斗6升
正     米 70石 30石 40石

雑     用 30石7斗 113石6斗8升 18石2斗6升
船  賃  料 4石9斗 2石1斗 2石8斗
奴  祭  料 2斗 9升 1斗2升

梶取功食料 5石2斗 3石3斗4升 3石1斗2升

水手食料 12石(4人) i 5石4斗 7石2斗
欠    料 2石8斗 1 1石2斗 1石6斗
本  賃  料 3石5斗 1石5斗 2石

船  祭  料 2斗 9升 1斗2升

平駄賃料 7斗 4斗5升 6斗

国津川下賃料

?闃ﾃ物料i
1石2斗@   1絹20疋  1  5斗1升

ｦ9疋 i
 7斗

ｦ 12疋

＊史料  東大寺文書 5-405頁

   平安遺文 7-2757頁

平安遺文 7-2730頁

雑用が正米の中に占める割合(％)

tw…一. 一一±一，x. 一nc-2L｛ii-P i，， Tt＝. 一一it(L4i. Eii-rml，. ;f｝，. 一」一fi. ui2. . . . tE. ii一一L一一一P一:. 一±一一lii

雑用1 S3・8 45. 6145. 6145. ・｝

Res Rep.  of Ube Tech.  Coll. ， No，20.  March， 1975



5 荘  園  と  水  下

表4

陣上高1 正米1 雑 則 そ の 他 ｝ 梶  取

文永2. 11. 20
文永2年26石斗剣 20石斗剣      「

U石 斗 升 貞  延

文永3. 2. 8 文永2年49 35. 14. 廿葛2久里 貞  延

〃 3. 5. 19 ''    11. 4. 8. 7. 7 2.  6.  3 〃

〃 3. 11. 23 文永3年20. 2. 5 15. (5. 2.  5) 銭4貫文 〃

文永4. 1. 15 文永3年  一 13. 
『 一 一

〃 4. 2. 28 〃   42. 30. 12. 精1口，甘葛2久里 貞  延

〃 4. 4. 15 〃      一
25. 

一 〃  〃   雑布10段 一

〃 4. 5. 20 〃   49. 35. 14. (4とちん) 貞  延

〃4. 11. 21 文永4年20. 4. 1 15. 7. 4.  7.  1 (代)朝四千

1文永5. 1. 29
文永4年40. 5. 30. 10. 5(3斗5升ちん) 甘葛2久里 貞  延

〃 5. 4. 22 〃   48. 2. 34. 3. 13.  7.  2. 糖1石，薦10枚 〃

〃 5. 7. 1 〃      一 34. 3 一 一 一

文永6. 2. 16 文永5年35. 25. 10. 精1口，甘葛2久里 清太別當

文永8. 2. 16 文永7年  一 1. 
一 一 一

8. 7. 26 一                       一
11. 

一 糖1口，'甘:葛2久里，中砥10段 一

1文永9. 7. 文永8年  一 80. 
一 1      一 一

    註:()は逆算による。一は不明。

文永2. 11. 20～文永9. 7までいずれも大宰府史料・申世篇1巻の196頁～235頁によった。

                            表6

 
 
。
山
鹿
荘
の
成
立
と
年
貢
輸
送

 
山
鹿
荘
は
現
在
の
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
大
字
山
鹿
の
地
に
比
定
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
荘

域
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
さ
れ
な
い
。
山
鹿
も
金
生
野
と
同
じ
く
、
延
善
五
年
(
九

〇
五
)
の
「
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
」
が
、
初
見
の
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
し
な
い

表5

3
、
山
鹿
荘

1正 米

文永2年分

  3年分

  4年分

  5年分

  7年分

  8年分

63石7斗7升

118石

114石3斗

25石

11石

80石

文永年朋陳分飾編1正米雑一刷比率(％1

20

W
1
9
2
3
1
5
2
8
1
5
2
0
2
0
2
1
2
9
2
2
1
1
6
1
6
2
6

11

Q
5
1
1
1
2
4
5
5
1
1
1
4
7
2
2
7
7

2
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
6
8
8
9

Tota1

2年分  26. 0  20. O

ii i 49. 0 1 35. 0

/i 1 11. 41 8. 77

3年分  20. 25 15. O

ii ［ 一  1 (13. 0)

/，
@1.  42・Oi . 29・9

〃   一i(25・0)

ii 1 49. 0 1 35. 0

(不明)  一   一

面鴛:91鋤
7i 1 48. 02i 34. 3

ii i 一  i (34. 3)

5年分  35. 0  25. 0

7年分刊(1・・)
(不明)1 一 (ll・0)

8年分L一一一  (80. 0)

       249. 77    341. 58
       ＋(164. 3)

6. 0

14. 0

2. 63

5. 25

12. 0 '

14. 0

4. 71

10. 5

13. 72

10. 0

92. 81

30
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6・宏良恵

が
、
養
老
四
時
.
 
(
七
二
℃
)
切
観
世
音
寺
領
寸
書
山
林
図
に
山
一
処
、
山
鹿
島
と
い
う
記
載
が

あ
る
。
 
(
大
宰
府
史
料
巻
一
)
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
観
世
音
寺
の
資
財
と
し
て
は
山
林
の
部
に
入

り
、
寺
用
の
塩
焼
き
の
た
め
の
薪
を
出
す
所
領
で
あ
っ
た
。
製
塩
に
お
け
る
燃
料
は
莫
大
な
薪

を
必
要
と
し
た
た
め
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
.
 
当
初
は
「
山
鹿
林
東
山
」
、
ま
た
は
山
鹿
島

(
若
松
区
島
郷
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
洞
の
海
と
江
川
に
よ
っ
て
、
島
と
な
っ
て
い
た
。
1
地
図

参
照
)
と
称
さ
れ
、
大
宝
三
年
十
月
廿
日
の
施
入
が
そ
の
起
源
で
あ
る
。
山
鹿
林
東
山
め
地
は

そ
の
四
至
が
記
ざ
れ
て
い
る
が
、
東
、
南
、
北
は
海
、
西
は
布
刀
浦
よ
り
韓
泊
に
至
る
道
を
境

界
と
す
る
地
域
で
あ
る
瀦
ど
の
位
の
面
積
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
山
鹿
と
は
か
な
り

離
れ
た
地
域
で
あ
り
、
現
在
の
北
九
州
市
若
松
区
の
東
部
一
石
峯
山
塊
i
に
比
定
さ
れ
6
と

考
え
て
じ
㌔
ガ
鹿
の
山
林
は
そ
の
後
・
他
の
観
一
日
寺
領
と
同
じ
く
次
第
に
蘭
化
し
い
u
堆

田
や
山
林
に
加
え
て
水
田
が
主
体
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仁
平
三
年
(
一
一
五
三
)
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
(
1
2
)

「
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
唱
録
」
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
九
年
置
八
一
八
)
山
鹿
荘
公
験
、
一
巻
五
枚

の
文
書
が
存
っ
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
現
存
し
な
い
が
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
徐
々
に
荘

園
化
し
て
山
鹿
荘
と
し
て
立
券
さ
れ
た
の
が
弘
仁
九
年
忌
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
山
林
よ
り
水
芸
を
主
体
と
す
る
荘
園
に
な
り
、
観
世
音
寺
が
開
発
に
力
を
注
い
だ
初
期
荘

園
の
姿
が
山
鹿
荘
に
う
か
が
え
る
の
で
は
あ
る
ま
b
か
。
史
料
的
に
は
、
山
鹿
荘
は
「
資
財

帳
」
の
記
載
以
後
、
年
貢
輸
送
の
史
料
へ
と
移
り
、
。
延
嘉
五
年
か
ら
長
承
二
年
へ
と
降
る
。
こ

の
間
ほ
と
ん
ど
史
料
は
見
ら
れ
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
3
)

 
長
承
二
年
(
＝
三
三
)
六
月
八
日
の
納
所
支
配
状
に
よ
れ
ば
、
長
承
元
年
三
月
十
六
日
に

は
山
鹿
の
米
が
百
石
東
大
寺
に
納
入
き
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
親
世
音
寺
が
東
大
寺
の
末
寺
と
な

っ
て
か
ら
、
年
貢
米
が
運
上
さ
れ
た
史
料
の
初
見
で
あ
る
。
翌
長
承
二
年
十
二
月
廿
七
日
に

は
、
米
百
四
十
石
七
二
を
東
大
寺
に
運
上
し
て
、
雑
用
四
十
五
石
工
斗
を
費
し
て
、
百
石
が
寺

 
 
 
 
 
 
 
(
1
4
)

家
納
入
分
で
あ
っ
た
、
こ
の
運
漕
に
は
、
正
米
百
石
に
水
手
六
人
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
綱
丁

も
兵
士
も
同
行
し
、
梶
取
末
成
に
よ
っ
て
十
二
月
廿
七
日
か
ら
翌
年
三
月
十
六
日
ま
で
七
十
九

日
を
要
し
て
運
送
さ
れ
た
。
未
成
は
、
永
暦
か
ら
嘉
応
に
か
け
て
多
生
封
の
年
貢
米
輸
送
に
従

事
し
た
弓
取
未
成
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
貢
運
上
送
文
に
は
、
国
津
川
下
賃
料
の
項

目
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
山
鹿
荘
が
遠
賀
川
の
河
口
に
近
く
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
国
津
川
を
遠
賀
川
本
流
と
考
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

 
次
に
山
鹿
荘
の
年
貢
米
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
仁
安
二
(
一
一
六
七
)
年
二
月
廿
八
日
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
5
)

山
鹿
荘
年
貢
結
解
状
に
よ
れ
ば
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

 
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
五
ケ
年
の
年
貢
米
は
増
減
が
激
し
く
か
つ
年
貢
米
の
運
上
は
減
少
の
鷺

山鹿沼年貢米結団(単位石)

269. 6

142. 265

98. 0

128. 3

170. 5

808. 665

    A. D
応保元年(1161)

  2年(1162)

長寛元年(1163)

  2年(1164)

永万元年(1165)

応

能
報
伯
馨
鮪
鰐
難
覗
饗
に
譲
.
 
て
い
覧
 
蜥

た
荘
園
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
或
は
次
に
の
べ
る
山
鹿
氏
の
も
と
に
お
い
て
成
立
し
た
山
鹿
漁

荘
が
摂
関
家
を
本
所
と
仰
い
だ
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
観
世
音
寺
と
山
鹿
荘
の
関
係
は
仁
'
'

安
二
年
以
降
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
竹
中
岩
夫
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
北
歯

九
州
市
若
松
区
二
島
の
日
吉
神
社
が
若
松
東
部
-
観
世
音
寺
領
山
鹿
荘
の
領
域
-
全
域
に
及
ぶ
臨

と
こ
ろ
か
巨
あ
地
を
荘
の
忠
に
藁
ら
れ
・
の
山
り
に
二
島
荘
と
な
っ
た
と
さ
れ
福
)
㏄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紬

向
を
示
す
。
こ
れ
は
碓
井
及
び
金
生
に
お
い
て
見
ら

れ
た
と
同
横
の
現
象
で
あ
る
が
、
同
結
解
状
に
は
、

こ
の
五
ケ
年
の
所
斗
米
千
二
百
石
の
う
ち
、
所
済
分

は
四
百
二
十
八
石
三
斗
で
山
鹿
荘
の
未
進
分
は
八

百
三
十
一
石
七
斗
に
及
ん
だ
と
い
う
。
山
鹿
荘
は
、

こ
の
仁
安
二
年
二
月
の
年
貢
運
上
の
記
載
か
ら
以
降

年
貢
運
上
も
東
大
寺
関
係
の
史
料
も
知
ら
れ
な
く
な

る
。 

そ
の
後
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
山
鹿
荘
は
摂
関
家
を

本
家
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
建
長
二
年
(
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
6
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
大
寺
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
鹿
荘
は
.
 
更
に
本
家
を
有
し

 
 
。
雫
安
末
期
以
降
の
山
鹿
荘

 
山
鹿
荘
に
お
い
て
、
平
安
末
期
に
有
力
な
在
地
領
主
と
し
て
山
鹿
氏
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

山
鹿
氏
は
本
姓
藤
原
氏
で
余
り
明
確
で
ば
な
い
が
、
十
一
世
紀
以
降
大
宰
府
の
府
官
で
あ
っ
た

藤
原
氏
と
の
関
連
が
あ
り
、
粥
三
一
や
肥
後
の
菊
池
町
と
も
同
族
の
関
係
に
あ
っ
た
。
 
「
宇
治

拾
遺
物
語
」
巻
九
に
は
、
山
鹿
大
夫
経
政
に
つ
い
て
、
「
恒
政
が
郎
党
供
養
事
」
の
説
話
に
記
載

が
見
ら
れ
る
。
山
鹿
氏
の
武
士
団
と
し
て
の
経
病
的
或
い
は
軍
事
的
な
側
面
を
窮
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
は
恒
政
の
郎
党
政
行
を
中
心
に
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
郎
党
と
し
て

恒
政
館
に
起
居
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
 
「
太
刀
を
は
き
股
貫
穿
き
」
と
い
う
武
装
を
し
て
い

た
。
「
か
た
へ
の
郎
党
ど
も
」
と
い
わ
れ
る
傍
輩
は
い
つ
れ
も
「
里
・
隣
℃
私
の
者
ど
も
」
と

称
さ
れ
る
恒
政
館
近
辺
居
住
の
知
己
親
類
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
饗
百
膳
」
を
用
意
す
る
程
の
人

数
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
政
行
を
、
主
君
恒
政
の
館
に
居
住
し
て
い
た
常
事
警
護
に
当
る
職
業

的
武
士
と
す
れ
ば
、
傍
七
百
余
人
は
平
常
は
、
田
畠
の
耕
作
に
従
事
し
、
農
民
的
性
格
を
拭
い

さ
れ
な
い
、
恒
政
所
領
の
豪
住
人
層
で
は
な
い
か
と
推
量
さ
れ
編
.
 
こ
う
し
た
郎
党
を
藁

な
軍
事
力
と
し
、
山
鹿
荘
三
百
五
十
町
と
称
さ
れ
る
荘
園
の
実
質
的
支
配
権
が
山
鹿
氏
の
勢
力

Rcs.  Rep.  of Ube T



運水と園荘弓
ψ
)

の
根
源
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
鹿
氏
の
居
館
は
現
在
の
芦
屋
町
山
鹿
の
城
山
、
お
よ
び
そ

の
二
連
の
台
地
が
想
定
さ
れ
、
余
り
大
規
模
で
は
な
い
が
典
型
的
な
中
世
豪
族
の
居
館
遺
構
を

留
め
て
い
る
。
山
鹿
氏
が
ど
の
よ
う
に
山
鹿
荘
に
お
い
て
勢
力
を
扶
植
し
、
成
長
し
て
き
た
か

を
知
る
史
料
を
欠
い
て
い
る
。
或
い
は
観
世
音
寺
な
い
し
東
大
寺
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
た

か
と
い
う
点
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
宰
府
の
府
官
が
観
世
音
寺
と
の
関
係
か
ら
寺
領

に
入
っ
て
土
着
し
武
士
化
し
た
と
考
え
て
い
る
。
平
安
末
期
の
争
乱
時
、
6
4
鹿
氏
は
恒
遠
の
甥

秀
遠
の
代
に
当
る
が
、
菊
池
氏
や
原
田
氏
以
下
の
九
州
諸
豪
族
が
平
氏
側
に
立
っ
た
が
、
秀
遠

も
そ
れ
に
加
わ
り
、
一
時
は
山
鹿
城
に
平
氏
一
門
を
迎
え
る
迄
の
立
場
が
「
平
家
物
語
」
な
ど

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
し
か
し
、
平
氏
の
没
落
に
よ
っ
て
山
鹿
氏
の
所
領
は
平
氏
没
官

領
と
な
り
、
建
久
年
中
、
最
遠
跡
は
奥
州
征
伐
に
勲
功
の
あ
っ
た
宇
都
宮
家
政
に
与
え
ら
れ
た

と
い
う
。
そ
の
所
領
の
内
容
は
山
鹿
氏
の
所
領
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
が
、
建
久
頃
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
建
長
元
(
＝
一
四
九
)
年
六
月
廿
六
日
の
北
条
時
頼
下
文
(
麻
生
文

書
一
)
に
よ
れ
ば
、
宇
都
宮
氏
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
山
鹿
生
内
麻
生
荘
、
野
面
荘
、
上
津
役

郷
三
ケ
所
の
地
頭
代
職
で
あ
り
、
こ
の
下
文
の
袖
に
北
条
時
頼
が
花
押
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ

よ
り
地
頭
職
が
北
条
氏
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
山
鹿
氏
と
関
係
の

深
い
粥
田
氏
の
所
領
i
粥
田
荘
や
近
隣
の
鞍
手
領
(
の
ち
若
宮
荘
)
が
平
氏
没
官
領
と
な
つ
で
、

源
頼
朝
や
北
条
政
子
の
手
に
入
っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
誤
り
が
な
い
か
と
思
う
。
地
頭

北
条
氏
の
代
官
と
し
て
東
国
御
家
人
宇
都
宮
氏
が
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宇
都
宮
氏

は
後
に
本
拠
地
と
し
た
麻
生
荘
に
よ
っ
て
麻
生
氏
を
称
し
、
遠
賀
郡
山
鹿
に
よ
っ
た
庶
家
は
山

鹿
氏
を
称
す
。
或
ば
旧
来
の
山
鹿
氏
を
一
族
の
中
に
包
含
し
て
族
的
結
を
強
め
た
と
も
い
わ
れ

る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
麻
生
氏
一
族
の
所
領
は
麻
生
荘
よ
り
拡
大
し
て
文
安
八
年
目
一
四
四

八
)
に
は
、
山
鹿
荘
三
百
五
十
町
と
称
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
観
世
音
寺
領
の
山
鹿
荘
、

あ
る
い
は
山
鹿
氏
の
領
有
し
た
山
鹿
荘
が
い
つ
れ
も
田
数
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の

史
料
か
ら
大
よ
そ
の
荘
域
と
田
数
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

 
 
 
山
鹿
庄
三
郷
三
村
田

 
 
 
 
『
八
十
町
者
 
 
折
尾
郷
 
 
 
 
二
十
町
者
 
 
熊
手
村

 
 
 
 
・
∴
」
六
十
町
者
「
・
 
三
毛
郷
 
 
 
 
十
五
町
者
 
 
藤
田
村

 
 
 
 
 
・
三
十
五
町
者
 
上
屋
郷
 
 
 
.
 
「
 
二
十
五
町
者
 
穴
生
村

 
 
 
此
内
異
界
散
在

 
 
三
十
五
町
 
 
麻
生
庄

 
 
二
十
五
町
 
 
小
倉
村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
9
)

以
上
山
鹿
庄
三
百
五
十
町
鳶
辻
也

六
十
五
町
 
 
二
島
町
・
 
今
者
庄
也

 
こ
の
範
囲
は
、
筑
前
国
遠
賀
郡
の
ほ
ぼ
東
半
分
に
及
び
、
現
在
の
北
九
州
市
若
松
、
戸
畑
、

八
幡
区
の
ほ
ぼ
全
域
と
遠
賀
郡
水
巻
町
、
芦
屋
町
の
山
鹿
(
遠
賀
川
東
岸
)
ま
で
を
ふ
く
ん
で

い
る
。
山
鹿
秀
遠
時
代
の
山
鹿
荘
は
お
そ
ら
く
こ
の
地
域
で
あ
っ
て
、
宇
都
宮
氏
の
所
領
麻
生

荘
は
こ
の
地
域
内
に
成
立
し
た
か
ら
散
在
荘
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
麻
生
氏
は
山
鹿

荘
の
領
家
(
ま
た
は
本
家
)
を
ど
こ
に
仰
い
で
い
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
室
町
時
代
に
は

年
貢
米
の
運
送
を
行
い
幕
府
よ
り
の
過
所
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
(
麻
生
文
書
四
九
～
五
一
号
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
い
つ
れ
に
し
て
も
観
世
音
寺
領
の
山
鹿
荘
に
関

し
て
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
史
料
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
不
明
確
な
点
が
多
い
。
室
町
時
代
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
0
｝

降
、
戦
国
期
末
ま
で
山
鹿
荘
は
麻
生
氏
に
よ
っ
て
伝
領
さ
れ
た
が
、
永
享
十
二
年
六
月
一
日
、

山
鹿
荘
内
折
尾
心
内
古
賀
名
田
地
十
一
町
が
賊
塞
盛
に
山
分
と
し
て
宛
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
1
)

は
先
例
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
更
に
文
明
元
年
九
月
廿
日
、
宗
直
秀
か
ら
折
尾
郷
内
え

(
杁
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
2
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
武
藤
知
宗
に

ふ
り
名
臣
町
が
同
様
に
斉
藤
将
監
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
宗
氏
家
譜
に
よ
れ
ば
、

よ
っ
て
斉
藤
盛
貞
が
山
鹿
荘
に
遣
わ
さ
れ
て
御
牧
郡
(
遠
賀
郡
)
を
掌
っ
た
と
い
う
。
余
り
明

確
で
は
な
い
が
宗
氏
の
所
領
獲
得
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

圧
ω
 
 
『
平
安
遺
文
』
樋
の
二
三
〇
五
頁
、
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
、
保
元
二
年
九
月
十

 
四
日
の
目
録
で
は
、
治
安
と
長
保
年
中
の
耳
茸
が
在
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ω
 
『
平
安
遺
文
』
㈲
の
一
九
一
七
頁

㈲
 
 
『
平
安
遺
文
』
㈲
の
一
九
〇
三
頁

ω
 
そ
の
理
由
は
、
永
暦
二
年
の
送
文
に
は
「
金
生
還
進
済
早
米
者
」
と
あ
る
こ
と
か

 
ら
、
こ
の
年
貢
は
早
米
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
 
『
寺
領
荘
園
の
研
究
』

 
(
一
二
〇
ペ
ー
ジ
)
で
は
そ
の
ま
ま
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㈲
 
『
平
安
遣
文
』
㈲
の
一
八
二
九
頁

⑥
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
、
一
七
一
頁

ω
 

『
大
宰
府
史
料
』
中
世
篇
二
の
一
九
六
～
二
三
五
頁

㈹
 
『
大
宰
府
史
料
』
中
世
篇
八
の
補
三
十
頁

㈲
 
川
添
昭
二
編
『
鎮
西
探
題
史
料
』
下
の
二
九
六
頁

⑩
 
竹
中
岩
夫
「
北
九
州
の
古
代
を
探
る
」
第
一
章
観
世
音
寺
領
若
松
に
よ
る
。

⑳
 
山
鹿
荘
は
四
至
か
ら
み
れ
ば
、
北
九
州
市
若
松
区
の
旧
市
内
に
相
当
す
る
地
域
で
あ

 
り
、
東
・
北
・
南
は
い
つ
れ
も
山
地
が
海
に
落
ち
こ
む
よ
う
な
地
形
で
あ
っ
た
。
従
っ

 
て
西
方
に
は
低
い
丘
陵
地
帯
と
そ
の
間
に
水
田
が
ひ
ら
け
て
い
た
の
で
西
方
に
向
っ
て
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8宏良恵

 
開
墾
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
鹿
の
地
は
東
南
・
西
・
南
も
海
及
び
遠
賀
川
に

面
し
、
東
と
北
部
に
わ
ず
か
の
水
田
と
砂
丘
が
つ
づ
く
地
形
で
あ
る
か
ら
荘
園
化
が
ど

 
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
、
ま
た
荘
地
も
旧
遠
賀
郡
東
部
一
帯
に
散
在
し
て
い
た
ら
し
く
荘

 
域
も
明
確
に
し
難
い
。
ち
な
み
に
近
世
に
お
け
る
山
鹿
村
の
田
数
は
二
十
五
町
並
で
あ

 
つ
た
。
山
鹿
の
東
部
に
は
遠
賀
川
が
深
く
北
に
向
か
っ
て
入
り
こ
み
入
江
の
よ
う
に
な

 
っ
て
い
た
ら
し
く
正
津
浜
の
地
名
を
の
こ
す
が
、
或
は
荘
の
津
で
は
な
い
か
と
推
測
し

 
て
い
る
。

働
 
 
『
平
安
遺
文
』
六
、
ご
三
〇
五
頁

⑯
 
『
平
安
遺
文
』
五
、
一
九
二
七
頁

αの

@
『
平
安
遺
文
』
五
、
 
一
九
四
〇
頁

⑱
 
『
平
安
遺
文
』
十
、
三
八
八
一
頁

㈲
 
清
水
正
健
『
荘
園
志
料
』
下
、
筑
前
国
山
鹿
荘
項
に
引
く
関
白
道
家
処
分
状
(
九
条

 
家
文
書
6
)

⑳
 
竹
中
岩
夫
氏
前
掲
論
文
十
四
頁

㈹
 
正
木
喜
三
郎
「
粥
田
恒
遠
考
」
 
(
日
本
歴
史
一
六
七
号
所
収
)

⑲
 
「
麻
生
文
書
」
、
三
一
頁
所
載
、
但
し
三
百
五
十
町
と
い
っ
て
い
る
が
、
合
計
で
は

 
三
百
六
十
町
と
な
る
。

⑳
 
麻
生
文
書
、
文
明
十
一
年
十
月
廿
六
日
、
足
利
義
政
御
教
書
が
山
鹿
荘
伝
写
の
公
的

 
な
安
堵
の
最
後
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
ま
で
実
質
的
に
は
麻
生

，
氏
に
よ
る
遠
賀
郡
支
配
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

⑳
 
対
馬
、
斉
藤
主
税
二
丁
家
蔵
文
書

㈱
 
『
太
宰
管
内
志
』
上
、
四
四
一
頁
所
載

第
二
節
 
六
条
八
幡
宮
領

庸
、
六
条
八
幡
宮
と
若
宮
荘

 
若
宮
荘
は
、
 
「
吾
妻
鏡
」
文
治
三
年
十
月
廿
六
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
土
佐
国
吾
河
郡
、
摂
津

国
山
田
庄
な
ど
と
若
に
、
源
頼
朝
に
よ
っ
て
左
女
牛
若
宮
八
幡
宮
に
寄
進
さ
れ
た
。

 
若
宮
荘
の
位
置
は
、
現
在
の
福
岡
県
鞍
手
郡
若
宮
町
一
帯
に
同
定
さ
れ
る
。
若
宮
町
内
の
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
)

丸
、
水
原
・
竹
原
・
平
・
伏
流
な
ど
の
地
名
が
関
係
史
料
か
ら
検
出
さ
れ
る
か
ら
、
若
宮
町
の

中
心
地
域
を
四
域
に
想
定
で
き
る
。
若
宮
の
町
名
も
荘
園
の
故
地
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
い

う
Q

筑前國山鹿荘荘域推定図

    (竹中岩夫「北九州の古代を探る」に拠る)
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運水と園
荘
、9

'
源
頼
朝
の
若
宮
八
幡
宮
寄
進
以
前
は
筑
前
国
の
宗
像
氏
の
領
有
す
る
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
)

れ
る
。
 
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
応
保
二
年
七
月
八
日
、
筑
前
国
鞍
手
郡
赤
間

.
 
荘
お
よ
び
若
宮
荘
を
二
条
天
皇
か
ら
賜
っ
て
い
る
。
赤
間
荘
は
現
在
の
福
岡
県
宗
像
郡
に
あ
る

が
、
宗
像
と
若
宮
と
は
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
に
よ
っ
て
つ
ら
な
っ
て
い
る
か
ら
、
宗
像
氏
と
若
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
)

荘
ざ
ら
に
は
鞍
手
郡
一
帯
は
距
離
的
に
近
い
関
係
に
在
っ
た
。
宗
像
氏
か
ら
頼
朝
に
若
宮
荘
の

領
有
が
移
っ
た
の
は
、
宗
像
氏
が
平
氏
に
昧
忘
し
、
若
宮
荘
が
平
家
蛍
宮
領
と
な
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宗
像
氏
の
伝
説
に
つ
い
て
は
史
料
が
断
片
的
で
あ
り
、
ま

た
源
頼
朝
の
寄
進
当
時
、
若
宮
町
は
ま
だ
「
鞍
手
領
」
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
若
宮
と
い
う
地
名
が
若
宮
八
幡
宮
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
若
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
4
)

荘
が
古
く
か
ら
宗
像
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
と
直
ち
に
肯
定
す
る
こ
と
に
は
若
干
疑
問
が
残
る
。

 
左
女
牛
著
宮
八
幡
宮
は
京
都
六
条
に
あ
っ
た
の
で
、
六
条
八
幡
宮
と
も
称
さ
れ
る
。
創
立
は

天
士
暑
元
年
(
一
〇
五
三
)
後
冷
泉
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
源
頼
義
の
沙
汰
で
六
条
左
女
牛
の
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
5
4

に
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
一
説
が
あ
る
。
し
か
し
史
科
的
初
見
を
、
文
治
元
年
(
一
一
八
五
)
十

二
月
晦
日
、
京
都
六
条
に
八
幡
宮
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
場
所
は
源
頼
朝
の
祖
父
為
義
の
可
融
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
6
)

あ
た
る
と
い
う
「
吾
妻
鏡
」
の
記
事
に
求
め
る
説
も
あ
る
。
い
つ
れ
が
草
創
の
真
相
か
に
わ
か

に
は
定
め
難
い
が
、
い
つ
れ
に
し
て
も
六
条
八
幡
宮
は
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
、
現
在

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
7
)

の
西
本
願
寺
境
内
東
北
の
地
に
創
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
左
翼
牛
井
と
称
す
る
伝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

説
の
あ
る
土
地
で
あ
っ
た
。
六
条
八
幡
宮
の
所
領
は
、
前
述
の
よ
う
に
鎌
倉
幕
府
開
幕
と
ほ
ぼ

同
時
に
頼
朝
に
よ
っ
て
、
筑
前
・
土
佐
・
摂
津
・
尾
張
各
国
に
お
い
て
一
部
の
所
領
が
寄
進
さ

れ
、
と
く
に
土
佐
国
吾
河
郡
は
文
治
三
年
十
月
二
十
六
日
、
京
都
大
番
役
以
外
の
一
切
の
公
事

を
免
ぜ
ら
れ
る
な
ど
厚
手
い
保
護
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
年
代
は
不
萌

だ
始
)
麗
苑
新
殿
言
御
拝
領
惣
目
録
」
に
よ
れ
ば
・
先
に
あ
げ
た
所
領
の
外
に
護
国
森

部
郷
が
加
え
ら
れ
、
醍
醐
寺
三
宝
院
は
左
女
牛
若
宮
別
当
職
と
し
て
、
同
宮
の
所
領
を
管
領
し

た
。
そ
れ
よ
り
後
足
利
義
教
が
安
堵
の
花
押
を
加
え
た
「
醍
醐
寺
方
管
領
諸
門
跡
等
目
録
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
1
)

よ
れ
ば
、
源
氏
・
千
種
両
町
が
社
領
と
な
っ
て
い
る
。
交
安
六
年
(
一
四
四
九
)
四
月
十
一
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
2
)

と
応
仁
二
年
(
一
四
六
八
)
十
月
四
日
の
同
様
な
目
録
に
よ
っ
て
、
所
領
の
領
有
が
変
り
な
く

続
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
源
頼
朝
の
若
宮
八
幡
宮
に
対
す
る
崇
敬
も
深
く
、
保
護
が
加
え
ら

れ
た
と
同
様
に
、
室
町
幕
府
に
も
継
承
さ
れ
、
所
領
が
供
料
所
と
し
て
寄
進
さ
れ
る
。
鎌
倉
以

降
の
「
所
領
目
録
に
は
摂
津
国
桑
津
荘
も
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
に
八
幡
宮
領
に
寄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
3
)

進
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
、
六
条
八
幡
宮
が
焼
失
し
た
後
、
足
利
義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
呂
)

輝
、
，
義
昭
な
ど
に
よ
る
回
復
が
行
わ
れ
た
が
、
往
時
の
景
観
は
と
与
戻
せ
な
か
っ
た
。

 
筑
前
国
若
宮
荘
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
、
観
応
三
年
四
月
か
ら
延
文
四
年
に
か
け
三
代
に
渡

る
将
軍
か
ら
、
武
藤
肥
前
守
と
開
田
佐
渡
次
郎
以
下
の
輩
の
濫
妨
を
停
止
す
べ
く
御
教
書
が
下

さ
れ
て
お
り
、
在
地
勢
力
の
荘
園
侵
略
と
幕
府
の
保
護
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
が
、
在
地

勢
力
の
侵
害
の
執
拗
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
保
護
の
実
効
性
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
、
度
々
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
5
)

御
教
書
の
下
付
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
若
宮
八
幡
宮
の
若
宮
荘
伝
領
は
応
仁
二
年
の
所
領
目

録
が
史
料
的
所
見
の
最
後
で
あ
る
。
さ
ら
に
降
っ
て
戦
国
大
名
大
友
宗
麟
は
若
宮
荘
を
そ
の
所

 
 
 
 
(
1
6
)

領
と
し
た
が
、
い
つ
れ
は
近
隣
の
秋
月
氏
の
鞍
手
郡
進
出
が
見
ら
れ
る
の
で
そ
の
支
配
下
に
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
7
)

つ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

 
若
宮
荘
に
比
定
し
た
若
宮
町
の
地
理
的
景
観
は
、
先
述
の
水
原
・
竹
原
・
平
の
ほ
ぼ
中
央
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
8
)

に
六
条
八
幡
宮
の
分
祠
と
伝
え
ら
れ
る
若
宮
八
幡
宮
が
鎮
座
す
る
。
こ
の
宮
の
南
側
を
犬
鳴
川

が
流
れ
、
こ
の
川
を
中
心
に
ゆ
た
か
な
水
田
地
帯
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
若
宮
盆
地
の
水
田
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
9
)

は
条
里
制
選
構
が
残
り
、
小
字
名
と
水
田
や
道
路
の
区
画
か
ら
復
原
が
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
0
)

若
宮
河
内
と
称
さ
れ
た
程
に
水
系
の
広
が
り
を
呈
し
て
い
る
。

 
中
世
以
前
に
お
け
る
弓
鳴
川
の
水
運
の
状
況
を
近
世
の
そ
れ
に
よ
っ
て
推
察
す
れ
ば
、
北
方

の
丘
陵
か
ら
流
れ
出
た
山
口
川
が
山
鳴
川
に
合
流
す
る
福
丸
に
は
近
世
船
場
が
お
か
れ
て
い

(
2
1
V

た
。
川
船
も
弓
鳴
川
上
流
こ
の
地
点
で
上
下
し
た
と
い
わ
れ
る
。
従
っ
て
中
世
に
お
い
て
も
福

丸
ま
で
は
川
船
が
上
下
し
、
金
牌
・
若
宮
な
ど
の
年
貢
米
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ

'
つ
。

二
、
鎌
倉
時
代
の
年
貢
輸
送

 
若
宮
荘
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
年
貢
輸
送
関
係
の
史
料
は
、
文
永
七
年
か
ら
文
永
八
年
に
か

け
て
十
八
点
の
送
状
が
知
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
集
中
的
と
も
い
え
る
が
偏
っ
た
残
存
で
も
あ

が
、
そ
れ
は
こ
の
一
連
の
史
料
が
、
報
恩
院
年
貢
注
進
の
紙
背
文
書
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
存

在
が
一
年
間
で
あ
る
の
で
か
え
っ
て
密
度
が
濃
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
も
と
づ
い
て
先
ず
年
貢

米
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
3
)

 
若
宮
荘
が
大
き
く
武
恒
方
、
犬
丸
方
の
二
方
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
史
料
的
に
は
犬
丸

方
関
係
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
犬
丸
方
の
文
永
七
年
分
で
年
貢
米
を
合
計
す
れ
ば
、
(
一
表
)

年
貢
総
高
は
雑
用
と
正
米
を
加
え
百
二
十
三
石
畳
斗
八
升
四
合
八
勺
三
才
と
な
る
。
こ
れ
が
犬

丸
方
文
永
七
年
度
分
の
全
て
か
否
か
は
別
と
し
て
、
犬
丸
方
の
年
貢
米
に
近
い
値
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
文
永
八
年
四
月
五
日
に
は
、
二
年
前
の
文
永
六
年
の
年
貢
米
が
送
進
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
年
貢
米
を
完
納
す
る
ま
で
に
は
、
ず
い
分
と
月
日
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
運
上

に
は
関
米
そ
の
他
の
雑
用
米
が
ふ
く
ま
れ
る
が
、
現
二
分
の
正
米
は
、
米
(
玄
米
で
あ
ろ
う
)

白
米
・
小
豆
・
米
代
麦
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
白
米
の
内
容
は
糎
米
お
よ
び
編
米
の
二
種
が

あ
っ
た
ゆ
年
貢
米
は
二
度
に
分
け
て
運
上
さ
れ
た
。
文
永
七
年
六
月
の
送
進
状
に
「
早
米
運
上

の
時
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
早
稲
と
晩
稲
の
品
種
別
が
あ
っ
て
そ
の
収
獲
時
に
合
わ
せ

て
の
運
上
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
文
永
七
年
分
の
年
貢
は
そ
の
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
送
進
と
、
翌
文
永
八
，
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
送
進
の
二
度
に
分
け
て
運
上
さ
れ
た
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
4
)

見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
先
掲
の
表
一
で
同
じ
日
の
最
も
多
か
っ
た
運
上
高
は
文
永
七
年
十
一

月
の
五
十
五
石
九
里
余
で
、
最
少
は
八
年
五
月
の
麦
二
黒
一
斗
の
送
進
で
あ
っ
た
が
、
史
料
の

上
で
の
確
実
な
最
少
額
は
八
年
四
月
二
日
の
五
井
余
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
年
貢
米
の
運
上
は

一
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
年
貢
運
上
米
が
送
文
に
あ
る
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
特
色
が
見
ら
れ
る
。

 
年
貢
米
と
同
時
に
雑
物
、
色
代
が
運
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
地
方
の
特
産
物
が
貢
納

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
雑
物
等
の
内
訳
は
表
二
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
主
た
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
布
、
備
を
中
心
に
大
豆
、
小
豆
、
籾
、
莚
、
革
、
紙
、
薦
、
荒
巻

(
め
じ
ろ
、
さ
ば
)
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
く
に
五
回
に
わ
た
る
言
納
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
金

生
封
な
・
ど
に
は
き
わ
め
て
少
額
で
あ
っ
た
銭
納
が
こ
こ
で
は
、
か
な
り
多
量
に
運
上
さ
れ
て
い

た
。
年
貢
と
し
て
で
は
な
く
雑
物
、
'
普
代
、
放
生
会
用
途
、
段
別
銭
と
し
て
貢
進
さ
れ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
5
)

こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
と
く
に
放
生
会
用
途
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
の
史
料

が
あ
る
。
八
月
の
放
生
会
用
途
に
規
定
さ
れ
た
武
恒
犬
丸
役
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
対
象
価
は
、

本
来
的
に
は
現
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
全
て
を
銭
葵
に
し
て
合
計
二
十
一
貫
八
百
二
十
九
文
に

も
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
般
化
で
き
る
と
す
れ
ば
、
文
永
七
年
六
月
に
犬
丸
方
か
ら
銭
十
貫

文
送
進
し
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
方
の
武
恒
方
が
半
分
負
担
し
て
い
た
と
推
測
す
る
と
、
す
で

に
文
永
年
間
に
も
聖
主
化
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
文
永
七
年
十
一
月
十
五
日
に
「

ふ
し
は
ら
殿
」
と
い
う
人
物
か
ら
、
銭
二
貫
文
、
薦
三
週
置
わ
た
、
荒
巻
二
、
翌
年
二
月
十
二

日
に
は
、
銭
二
貫
文
、
か
ら
む
し
ろ
二
枚
、
ご
き
三
口
が
犬
丸
方
の
年
貢
米
に
付
し
て
送
ら
れ

て
い
る
。
ふ
し
は
ら
殿
が
い
か
な
る
人
物
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ふ
し
は
ら
は
伏
原
と
考
え

ら
れ
、
荘
内
の
村
名
で
あ
る
の
で
犬
丸
方
の
有
力
名
主
か
殿
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り

在
地
武
士
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
か
ら
む
し
ろ
の
送
進
か
ら
博
多
地
域
と
の

交
易
も
考
え
ら
れ
、
ご
き
(
呉
器
)
な
ど
荘
内
で
も
あ
る
程
度
の
工
芸
品
の
生
産
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

 
年
貢
物
を
運
上
す
る
た
め
に
必
要
な
運
賃
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
見
る
た
め
に
正
米
に
対
す

る
冷
用
の
占
め
る
割
合
を
蓑
6
か
ら
計
算
す
れ
ば
日
表
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
み
ら
れ
る
ご
と

く
最
も
高
い
運
賃
で
四
・
三
割
、
最
低
で
三
・
五
割
、
平
均
す
れ
ば
三
・
六
割
と
な
る
。
こ
の

雑
用
に
ふ
く
ま
れ
て
、
関
聖
な
る
名
目
が
み
え
る
。
関
米
は
関
所
を
通
過
す
る
た
め
に
支
払
う

の
で
あ
る
が
『
中
世
の
関
所
』
に
よ
れ
ば
恋
嫁
の
初
見
は
乾
元
二
(
一
三
〇
二
)
年
で
あ
る
と

す
る
。
こ
れ
と
同
義
に
解
さ
れ
て
い
る
升
米
は
文
永
元
(
一
二
六
回
)
年
が
そ
の
初
見
と
し
て

い
る
が
、
若
宮
荘
の
こ
の
送
状
は
関
米
の
語
の
初
見
が
乾
元
二
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
湖
る
こ
と

を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

 
若
宮
荘
か
ら
送
ら
れ
る
年
貢
米
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
た
関
米
は
二
四
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
正
米
高
所
石
余
に
対
す
る
差
米
八
斗
及
び
四
月
二
日
の
二
例
の
数
値
を
の
ぞ
く
と
正
米

に
対
し
て
占
め
る
黒
米
の
比
は
、
 
一
般
的
に
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
と
比
す
べ
き
例
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
数
字
を
記
す
に
止
め

る
。 

以
上
の
よ
う
な
年
貢
物
を
貢
任
者
と
な
っ
て
運
漕
し
た
の
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
梶
取
で
あ

っ
た
。
文
永
七
年
九
月
に
梶
取
貞
末
法
師
代
藤
平
太
男
が
犬
丸
方
得
分
米
を
運
上
し
て
か
ら
、

文
永
八
年
五
月
に
梶
取
重
三
郎
包
遠
が
同
じ
く
犬
丸
方
米
代
麦
を
運
上
す
る
ま
で
、
延
べ
六
人

の
見
取
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
六
名
の
う
ち
同
一
人
物
が
あ
る
の
で
、
四
人
が
存
在
し
た
こ
と

に
な
り
、
そ
の
殆
ん
ど
が
梶
取
貞
末
法
師
の
代
人
の
肩
書
を
も
っ
て
任
に
当
っ
て
い
る
。
と
く
に

そ
の
中
、
文
永
七
年
十
一
月
の
運
漕
者
で
あ
る
遠
三
郎
包
遠
は
星
取
貞
末
法
師
代
人
で
あ
っ
た

が
、
翌
年
五
月
に
は
見
取
包
遠
と
し
て
年
貢
送
進
に
当
っ
て
い
る
。
代
人
よ
り
梶
取
へ
と
昇
格

し
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
梶
取
と
な
る
以
前
の
過
程
で
、
文
永
八
年
四
月
五
日
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
砒
沙
王
太
郎
が
運
上
し
た
が
、
彼
は
梶
野
貞
末
法
師
代
藤
三
郎
町
医
代
と
称
し
て
い
る
。
藤

(
遠
)
三
郎
包
遠
が
段
階
的
に
上
昇
を
と
げ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
表
日
に
見
ら
れ

る
年
貢
運
上
者
が
殆
ん
ど
犬
丸
方
に
関
係
す
る
人
々
と
考
え
る
と
、
そ
の
中
の
文
永
八
年
二
月

十
二
日
の
「
す
け
な
か
の
か
ま
二
郎
」
に
付
し
て
運
上
と
あ
る
人
名
は
、
犬
丸
方
と
は
別
個
の

集
団
に
属
す
る
と
推
測
さ
れ
、
年
貢
輸
送
の
性
格
と
し
て
文
永
年
代
の
便
船
運
上
の
可
能
性
が

窺
わ
れ
る
。
こ
の
報
恩
院
年
貢
送
話
紙
背
文
書
に
つ
い
て
、
年
貢
物
送
状
の
署
判
者
等
か
ら
こ

の
時
期
に
お
け
る
若
宮
荘
を
考
察
し
た
い
。
文
永
七
・
八
年
の
お
よ
そ
一
ケ
年
ほ
ど
の
間
、
送

状
の
署
名
を
表
に
示
せ
ば
表
因
の
よ
う
に
な
る
。
先
ず
、
送
状
名
か
ら
若
宮
荘
を
区
分
す
れ

ば
、
武
恒
は
別
と
し
て
、
犬
丸
方
お
よ
び
犬
丸
方
預
所
、
犬
丸
方
新
三
郎
入
道
名
、
小
河
村
、

水
原
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
署
名
者
に
つ
い
て
類
別
し
て
上
の
区
分
に
所
属
さ
せ
る
と
表
細

の
如
く
で
あ
る
。
僧
良
正
は
新
三
郎
入
道
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
表
に
見
ら
れ
る
如
く
、
い
つ
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れ
の
区
分
に
も
属
し
た
署
名
者
と
な
っ
て
い
る
。
十
八
通
の
送
文
中
十
五
通
に
、
僧
定
成
と
代
る

が
わ
る
署
判
を
加
え
て
い
る
か
ら
、
僧
良
正
は
御
使
僧
定
成
と
と
も
に
犬
丸
方
の
重
要
な
地
位

に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
御
使
僧
定
成
は
領
家
か
ら
派
遣
さ
れ
て
年
貢
米
の
収
納
に
従
事
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
区
分
か
ら
見
る
と
、
犬
丸
方
預
所
に
あ
る
署
名
の
「
伊
勢
入
道

殿
代
官
」
は
宮
治
時
種
の
よ
う
な
預
所
の
代
官
で
あ
ろ
う
か
、
同
じ
「
伊
勢
入
道
殿
代
官
」
の

中
で
も
僧
長
真
の
存
在
は
目
を
引
く
。
文
永
七
年
九
月
の
送
状
に
伊
勢
入
道
の
代
官
で
あ
り
、

同
じ
十
一
月
に
は
武
恒
預
所
の
代
官
と
し
て
二
通
の
送
状
に
見
え
て
い
る
。
 
「
預
所
代
官
宮
治

時
種
」
の
後
任
に
署
名
者
と
し
て
参
加
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
臨
監
預
所
代
官
と
同
時
に

伊
勢
入
道
殿
代
官
で
あ
っ
た
か
否
か
は
判
明
し
な
い
。
い
つ
れ
に
せ
よ
僧
長
真
が
犬
丸
方
の
年

貢
送
文
に
あ
た
っ
て
、
犬
丸
方
の
代
官
と
し
て
、
ま
た
武
恒
預
所
代
官
と
し
て
署
名
を
列
ね
て

い
る
こ
と
は
、
若
宮
荘
の
一
方
を
構
成
し
た
武
恒
の
内
部
に
関
す
る
史
料
が
な
く
、
武
恒
・
犬

丸
の
関
係
を
想
像
す
る
素
材
と
な
る
が
、
犬
丸
と
武
恒
が
少
く
と
も
年
貢
輸
送
の
面
で
は
相
互

に
深
く
関
連
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
は
断
定
で
き
よ
う
。

 
他
に
、
文
永
七
年
五
月
に
水
原
恒
清
お
よ
び
水
原
分
の
町
代
な
ど
を
恒
高
が
送
進
し
、
同
じ

く
水
原
分
と
し
て
犬
丸
方
の
有
力
者
で
あ
る
僧
良
正
は
段
別
銭
を
送
っ
た
。
文
永
五
年
六
月
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
水
 
原
)

「
き
ひ
の
き
く
ま
さ
等
連
署
請
文
」
に
は
、
 
「
三
つ
は
ら
の
あ
っ
か
り
所
と
の
」
と
文
中
に
あ

り
、
水
原
に
預
所
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
水
原
に
関
係
す
る
人
々
の
中

に
預
所
で
あ
っ
た
人
物
が
居
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
若
宮
荘
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
送
文
に
よ
っ
て
考
察
し
た
た
め
、
在
地
の
構
成
な
ど
を
明

ら
か
に
し
え
ず
推
測
に
帰
し
た
。
し
か
も
若
宮
荘
武
臣
・
犬
丸
方
は
地
名
と
し
て
は
現
存
し
な

い
た
め
、
一
層
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
。
若
宮
荘
は
鎌
倉
時
代
に
つ
・
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で

は
文
永
七
・
八
年
に
史
料
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

三
、
室
町
時
代
の
年
貢
輸
送

 
南
北
朝
以
降
の
若
宮
荘
に
お
い
て
、
観
応
か
ら
延
文
年
間
に
か
け
て
近
隣
の
在
地
領
主
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
武
藤
肥
前
守
某
と
開
田
佐
渡
次
郎
な
ど
の
濫
妨
が
行
わ
れ
た
。
く
わ
し
い

事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
武
士
に
よ
る
荘
園
侵
略
は
南
北
朝
内
乱
と
相
侯
っ
て
行
わ
れ
た

全
国
的
な
風
潮
で
あ
る
。
延
文
四
年
忌
お
け
る
若
宮
荘
の
呼
称
は
史
料
に
よ
る
と
、
六
条
八
幡

宮
領
筑
前
国
鞍
手
三
三
犬
丸
井
石
旧
名
(
多
項
羅
村
と
号
す
)
と
見
え
、
若
宮
荘
の
呼
称
は
余

り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
石
松
名
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
に
は
見
当
ら
な
い
の
で
南
北
朝
時
代
に

な
っ
て
加
え
ら
れ
た
か
、
開
発
が
進
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
若
宮
町
竹
原
の
西
側
山

据
に
平
の
地
名
が
あ
る
の
で
、
こ
の
地
に
比
定
で
き
る
。
室
町
期
の
若
宮
荘
在
地
の
様
相
を
伝

え
る
史
料
は
管
見
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
。

 
ま
た
醍
醐
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
六
条
八
幡
宮
は
醍
醐
寺
三
宝
院
の
賢
俊
や
室
町
幕
府

に
重
用
さ
れ
た
満
済
准
后
が
野
宮
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
全
盛
期
を
迎
え
た
と
い
わ

檎W

迪
寛
宸
ｪ
六
条
八
幡
宮
を
管
領
し
、
堂
塔
牛
若
宮
窪
当
職
の
所
領
に
若
宮
荘
が
編
入
さ
れ

た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
室
町
期
の
若
宮
荘
は
六
条
八
幡
宮
領
で
は
あ
る

が
、
醍
醐
寺
に
よ
っ
て
実
質
的
支
配
が
行
わ
れ
、
ま
た
醍
醐
寺
の
文
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
解

明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
若
宮
荘
の
伝
領
も
醍
醐
寺
門
跡
の
所
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
、
応
永
六
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
2
9
)

の
足
利
義
満
の
安
堵
以
来
、
足
利
義
教
・
義
政
と
代
々
の
将
軍
に
よ
っ
て
安
堵
が
な
さ
れ
た
。

応
仁
二
年
十
月
四
日
の
目
録
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
下
限
で
あ
る
。

 
室
町
時
代
に
お
け
る
年
貢
輸
送
の
史
料
は
、
文
永
年
代
か
ら
百
五
十
余
年
降
っ
て
応
永
三
十
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
0
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

一
年
(
一
四
二
四
)
十
一
月
十
八
日
の
内
藤
肥
後
入
道
智
得
請
文
を
初
見
と
す
る
。
こ
の
史
料
年

は
室
町
期
年
貢
輸
送
の
基
本
的
史
料
と
な
る
の
で
こ
こ
に
掲
げ
よ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和

 
 
請
申
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭

 
 
 
六
条
八
幡
宮
御
領
筑
前
国
武
恒
犬
丸
号
若
宮
荘
所
務
職
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鳴

右
地
者
為
御
神
領
、
一
円
請
申
所
務
職
者
也
、
随
而
自
明
年
乙
己
毎
年
正
税
弐
百
石
、
銭
弐
値
靴

貫
於
京
都
可
三
三
沙
汰
候
、
但
此
内
春
二
月
中
毒
弐
百
石
、
秋
七
月
中
仁
弐
伯
貫
可
納
申
候
、
 
告

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報

更
不
可
致
不
法
慨
怠
儀
候
、
侃
請
文
心
底
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蹴

 
 
 
磨
奔
一
年
震
＋
肩
夫
日
大
内
代
内
藤
肥
後
入
道
 
 
 
轍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沙
弥
智
得
(
花
押
)
 
 
 
 
 
 
 
 
鄭

 
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
若
宮
荘
が
典
型
的
な
守
護
請
に
な
っ
た
史
料
で
も
あ
る
。
大
内
氏
欝

は
筑
前
国
の
守
護
に
な
る
の
は
こ
れ
よ
り
後
で
あ
る
が
・
す
で
に
漿
の
初
年
こ
ろ
よ
り
北
九
諜

州
に
進
出
し
て
支
配
力
姦
め
て
い
た
か
灸
蕎
と
関
係
の
深
か
っ
畿
内
氏
が
蓄
夢
郷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
1
)

請
所
と
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。
本
文
書
の
要
点
は
、
大
内
山
の
代
官
と

し
て
内
藤
智
得
が
懸
永
三
十
一
年
に
若
宮
荘
の
年
貢
を
請
負
い
、
そ
の
年
貢
は
二
月
に
二
百
石

を
、
七
月
中
に
銭
二
百
貫
文
を
運
上
す
る
と
い
う
契
約
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
永
享
十
年
(
一
四

三
八
)
十
月
九
日
に
も
請
文
が
出
さ
れ
た
が
、
口
話
は
内
藤
美
濃
守
盛
貞
と
同
一
人
物
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。
内
藤
盛
貞
は
大
内
氏
の
有
力
被
管
で
大
内
盛
見
の
時
長
一
国
守
護
代
で
あ
っ
た

人
物
で
あ
る
。
盛
貞
は
荘
内
の
若
宮
八
幡
宮
と
関
係
が
見
え
て
い
る
。
永
享
十
二
年
二
月
の
若

富
八
讐
棟
葎
よ
れ
ば
・
こ
の
年
の
神
殿
再
興
に
お
い
て
惣
政
所
と
し
て
内
藤
美
濃
守
盛
貞

の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。
若
宮
荘
が
内
藤
盛
貞
に
よ
っ
て
荘
地
を
支
配
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｛
3
3
)

れ
る
。
若
宮
八
幡
宮
再
興
の
件
は
同
宮
緑
起
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
盛
貞
が
八
幡
宮
再
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良恵

興
を
期
し
た
の
が
永
享
十
二
年
の
二
月
で
あ
る
か
ら
、
鷹
永
三
十
一
年
の
請
文
を
盛
貞
が
隼
貢

を
請
負
う
よ
う
に
な
っ
た
時
点
と
見
倣
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

 
内
藤
盛
貞
と
京
都
醍
醐
寺
と
の
間
の
動
向
は
、
八
幡
宮
再
建
に
見
ら
れ
る
若
宮
蓑
内
の
動
き

と
対
応
し
て
活
発
で
あ
る
。
前
述
の
永
享
十
年
半
請
交
に
は
鷹
永
三
十
一
年
の
そ
れ
と
二
点
で

異
な
る
。
 
一
つ
は
「
今
年
年
貢
お
明
春
二
月
中
に
弐
百
石
、
同
秋
七
月
中
に
弐
百
貫
可
重
富

之
」
と
い
う
点
で
、
も
う
一
つ
は
更
に
付
け
加
わ
っ
て
「
御
神
領
若
宮
墨
筆
放
生
会
料
足
次
造

営
段
銭
等
、
任
地
下
先
例
、
嵩
置
其
沙
汰
」
と
あ
る
一
節
で
あ
る
。
前
者
に
よ
り
年
貢
遅
納
を

後
者
に
よ
っ
て
若
宮
荘
か
ら
六
条
八
幡
官
放
生
会
料
の
費
用
が
鎌
倉
時
代
と
同
じ
く
貢
納
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
請
文
が
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
餌
)

永
享
九
年
十
一
月
八
日
の
西
室
大
夫
方
量
案
文
と
十
月
十
四
日
付
、
十
月
十
一
日
付
の
二
通
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
3
5
)

内
藤
盛
貞
の
書
状
を
勘
案
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

 
永
享
三
年
来
、
大
内
氏
は
少
弐
氏
と
対
立
を
深
め
、
し
ば
し
ば
豊
前
・
筑
前
に
進
撃
し
て
い

た
が
、
三
年
六
月
に
は
大
内
盛
見
は
筑
前
国
深
江
に
敗
死
し
、
そ
の
後
を
嗣
い
だ
持
盛
、
持
世

兄
弟
は
家
督
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
、
永
享
五
年
に
は
持
寄
は
持
世
よ
り
攻
め
ら
れ
、
豊
前
篠
崎

に
討
死
し
た
。
そ
の
後
大
友
氏
を
追
い
、
少
弐
氏
を
討
ち
満
員
父
子
を
斬
っ
て
大
内
氏
の
勢
力

は
筑
前
を
平
定
し
た
か
に
見
え
た
が
、
七
年
、
筑
前
は
、
 
「
九
郎
殿
筑
前
佐
谷
を
被
退
之
刻
、

国
中
急
敵
方
知
行
」
と
い
う
事
態
が
起
り
、
翌
八
年
に
は
「
九
郎
殿
討
死
」
と
い
う
結
果
に
な

り
、
若
宮
荘
も
「
敵
方
」
の
押
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
内
藤
盛
貞
は
知
行
で
き
ず
年
貢
未

進
を
生
じ
た
こ
と
が
請
文
提
出
の
原
因
と
な
っ
た
。
七
年
・
八
年
の
こ
の
筑
前
に
お
け
る
対
立

に
つ
い
て
は
他
の
史
料
が
な
く
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
内
持
世
は
巻
き
か
え
し
に
出
た
少
弐

嘉
頼
・
大
友
持
直
と
し
ば
し
ば
交
戦
し
て
い
る
の
で
、
筑
前
に
お
い
て
は
、
少
弐
嘉
頼
の
軍
に

挽
回
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
九
郎
殿
は
大
内
持
世
の
弟
教
祐
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
大
内
系
図

に
永
享
八
年
六
月
廿
七
日
筑
前
宗
像
西
郷
で
戦
死
し
た
記
載
が
あ
る
の
で
、
盛
貞
の
書
状
に
あ

る
九
郎
殿
討
死
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
い
う
敵
方
は
「
少
弐
氏
方
」
を
さ
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
盛
貞
の
主
張
は
、
永
享
七
年
、
八
年
、
九
年
の
三
ケ
年
に
未
進
の
年
貢
は
千
石
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
「
先
当
年
事
者
、
毎
年
翌
年
二
船
上
之
時
、
運
送
」
し
て
い
た
の
で
あ
っ
だ
。

し
か
し
醍
醐
寺
側
は
、
当
年
年
貢
に
お
い
て
は
「
進
翌
年
之
間
、
当
年
之
御
年
貢
事
、
寺
入
未

進
分
事
」
は
意
を
得
が
た
い
、
し
か
し
、
上
京
の
使
節
に
在
京
を
申
付
け
た
と
こ
ろ
逃
下
っ

た
こ
と
は
「
言
語
道
断
」
の
次
第
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
永
享
七
、
八
年
の
未
進
米
銭
六
百
石

の
未
進
は
、
 
「
敵
方
」
が
荘
内
に
乱
入
し
、
敵
方
知
行
と
な
っ
た
と
い
う
盛
貞
が
、
三
宝
院
か

ら
若
宮
荘
の
年
貢
を
二
千
貫
と
仰
出
さ
れ
た
こ
と
は
承
服
出
来
な
い
と
い
う
旨
に
対
し
、
土
貢

二
千
貫
を
云
々
す
る
こ
と
は
無
益
で
あ
り
、
請
文
の
通
り
に
増
減
な
く
沙
汰
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
要
す
る
に
こ
の
永
享
七
・
八
年
の
戦
乱
に
盛
貞
が
口
実
を
も
う
け

て
年
貢
運
上
の
合
理
的
未
進
を
試
み
流
と
し
た
と
い
え
よ
う
、
し
か
し
こ
の
前
後
、
室
町
幕
廃

は
塞
-
行
人
連
署
の
書
式
を
も
つ
過
所
を
若
宮
荘
年
貢
運
漕
の
た
め
に
さ
か
ん
に
発
給
し
て
い

る
。
永
享
十
一
年
(
一
四
三
九
)
二
月
か
ら
宝
徳
四
年
(
一
四
五
二
)
三
月
ま
で
の
間
、
文
安

四
年
(
一
四
四
七
)
を
除
き
間
断
な
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
文
安
六
年
か
ら
宝
徳
三
年
ま
で

に
発
給
さ
れ
た
三
通
の
過
所
は
年
貢
米
が
す
べ
て
「
去
年
分
」
で
あ
り
、
宝
徳
四
年
か
ら
降
っ

て
長
都
二
年
(
一
四
五
八
)
五
月
二
十
一
日
の
過
所
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
最
後
の
も
の
で
あ

り
、
六
年
間
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
史
料
の
残
存
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
加
わ
る

か
ら
一
概
に
は
選
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
前
後
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
考
察
す
れ
ば
、
こ
の
六
年
間
の
空
白
に
つ
い
て
は
、
先
に
の
べ
た
醍
醐
寺
の
管
領
所
領
目
録

と
対
比
し
て
、
若
宮
荘
の
醍
醐
寺
関
係
で
最
後
の
史
料
と
な
る
懸
仁
二
年
十
月
四
日
の
口
録
の
隔

年
代
と
、
先
の
「
去
年
分
」
の
記
載
と
六
年
の
空
白
を
有
す
る
過
所
の
発
給
と
を
考
え
合
わ
せ
画

れ
ば
、
内
藤
響
の
請
負
に
始
ま
っ
た
壽
期
の
若
暮
年
工
密
送
も
緩
以
隆
途
絶
え
が
画

ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
す
べ
て
「
年
貢
米
四
百
解
運
送
」
と
表
現
が
同
じ
過
所
も
皿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
q

永
享
十
一
年
か
ら
野
津
二
年
ま
で
増
減
な
く
っ
ね
に
一
定
し
て
送
ら
れ
た
か
否
か
に
は
一
応
考
N
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平
し
て
か
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ら
ね
ば
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な
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と
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れ
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。
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丁1文永7. 8. 年の犬:十方正米及び雑用

             (史料':. 醍醐寺文書3の250頁以下)

文永年月日麻(戦石)糊(戦石)1鞭山 賊号数、

7. g. 27 1
36. 045

7:1'1. 15

 11

 '11

 /7

 11

8. 0672

11. 05

15. 27

12. 975

3・.  46s731

3. 0

2. 90352

'3. 9774

5. 68778

1. 24017

1. 3

 

6

8
0
0

1
1

24・
・
〃

8 O. 72

0. 7

7年分【犬:丸方得分米 3

 ！1

 /7

 /7

7年分力

7年分

犬丸方得分米

預所得分米

預所得分米
犬:丸方内新三郎入道名

      預所作米
小河回米

1
2
7
8
1
8

〃
〃

犬丸方預所得分米

小河岡岬作米
(
U
3
1
18. 4. 5

 ノノ

 ノ7

g. ，7， 1

'1. 01651

4. 3286

［. ia65一，，，，1一一I

O. 41213k ii 1

       1
. 1，552596年分1

犬丸方預所得分米

犬丸方新三郎入道預所得分米
犬:丸方新三郎入道

   沙汰預所得分米

8. 5. 11
1. 555(麦)i 0. 545 17年分

合  計

a，. K，fo一，' P 33. 15379i

犬:丸方米代麦

4
5
7
'

｛
匿
■
 
-

董

12

表2文永七，八，年の犬:十方等雑物送進内容

7. s」6・'
水原恒清色代
等(19号)

銭6貫645文

色代布 2反

補2斗｛葵嬬

線黛1亘舗轟U勅1貫2。。INI水

原分層

｝圭1｝御巡用水二分

7 .  6 . 25
文永七年犬:丸方銭  銭10貫文  放生会用途
  (9号)    布 2反  たうさき布

8. 2 . 12. 犬:三方預所得分

色々雑物(6号)

銭3貫文めくり えりぜに

糖 1斗2升
例布 2反

くすのこかみふくろ 1. 

むかはき1かけ

弓2帳     関東御下向旅共進物

むち1つ

あまつらつつ

差縄
雑 紙

塑 笠

1

2すぢ

3帖

2共

8. 4. ，1妹ヒ年産効預

    1所得分米(10号)

    1

色代銭3貫文
子細白布  1反

吉書紙8帖(代米

糖  1斗

莚  3枚

4斗・8チト)

8. 45 丞丸方文永七年預
所得分色々雑物
(5号)

繍 2斗3升
太目 2斗

斑莚 2枚

納豆 5升

豆小

豆大

難

1斗5升
3斗6升｛繍帳升妻事｛i2升

9斗6升｛繍1こ16升

8. 4. 24

8. 5. 7

文年七年犬丸方
布(16号)

2反内子細臼布1反竹原
   小社布  1反  同

犬丸方水原分段
別銭(11号)

銭 675文

字部工業高等専門学校研究報告 第20号 昭和50年3月
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表4関米について
       括孤は推i定による計算

文永年代
i正米(出石)1関米(戦石)比率(％)

7年9月27日 36，045 (0;3592) 0. 99

7年11月15日 8. 0672 0. 8 9. 9

〃 15. 27 0，153 1. 0

8年4月2日 1. 86 (0. 1042) 5. 5

〃 1. 8 (0. 068) 3. 7

8年4月5日 3. 1ブ3 0. 03 0. 94

〃 1. 01651 0. 01 0. 98

〃 4. 3286 004  1 092

。 表5運上米の運賃
文永(年月旺米(単位石糊(単位石)趣％)

7. 9. 27

7 ill. 15

 11

 11

 ！ノ

 /1

8. 4. 2

 71

8. 4. 5

 11

 /1

8. 5 . 11

合計と平均

36. 045

8. 0672

11. 05

15. 27

3. 46573

3. 0

1. 86

1. 8

3. 173

1. 01651

4. 3286

1. 555

90. 63104

12. 9ラ5

2. 90352

3. 9774

5. 68778

1. 24017

1. 3

0. 72

0. 7

1. 1402

0. 41213

1. 55259

0. 545

33. 15379

35. 9

35. 9

35. 9

37. 2

35. 7

43. 3

38. 7

38. 8

35. 9

40. 5

35. 8

35. 0

36. 5

表5犬N方梶取一一L覧
文永7年9月27日 陵永7年犬莇御得分米送文 梶取 貞末法師代藤平太男

〃7年11月15日 文永7年犬:丸方御里分米送文 梶取 貞末法師代藤三郎包遠

〃7年11月15日 文永7年預所御得分米送文

〃7年11月15日 文永7年犬:丸方預所御得分米送文

〃7年11月15日 犬:丸方内新三郎入道名預所御作米送文

〃7年11月15日 文永7年小河村御米送文

〃8年2月12日 犬:丸方預所御得文色々雑物送文 すけなかのかま二郎につけて運上

〃8年4月2日 :文永7年犬:丸方預所御得分米 面取貞末法師代藤平太

〃8年4月2日 文永7年小河村用作米送文

〃8年4月5日 犬:丸方文永7年預所御得分色々雑物 梶取 貞末法師代藤三郎包遠忌砒沙王太郎

〃8年4月5日 犬:丸方文永7年預所御得分米送:文

〃8年4月5日 犬:丸新三郎入道沙汰分文永7年預所御

得分米送文

〃8年4月5臼 犬:丸新三コ入道沙汰分文永7年分預所

御得分米送文

〃8年5月11日 文永7年犬:二方御米代表送交 梶取藤三郎包遠

表6年貢送状及び署名者
:文7. 5. 6 文永六 水原匝清色代価送文 (署名)    恒高                ｝  一       ｝

文7. 6. 25 :文永七犬丸方銭送文 御使僧    定成

文7. 9. 27 文永七 犬丸方御宇分米送文 預所代     宮治時種

1 伊勢入道代官  漆嶋為忠

1 伊勢入道代官  僧長真

文7. 11. 15
@    1
@    i

に交永七犬訪御勧米激                 一   〒         ｝

芬g僧    定成'

ﾉ勢入道代官  漆嶋為忠

錐P預所代官  僧長真

Res.  Rep.  of Ube Tech.  CoH. ， No. 20.  March， 1sc5



運水と園15

文7. 11. 15 文永七犬丸方預所御得分米送文         僧良正

ﾉ勢入道殿(代官)源信玄

ｯ 代     漆嶋為忠・

文7乙1L15 文永七犬丸方預所御得分米送文 御使僧    定成

ﾉ勢入道殿代官源信忠

ｯ代官、   漆嶋為忠

錐P預所代官  担屋真

文7. 1i. 15 ・犬丸方内新三郎入道名預所御作米送文 新三郎入道

丈7. 11. 15 :文永七小河寄寄米送文『 御使僧    定成

文8. 2. 12 一犬:丸方預所御得分色々雑物送文 僧良正(新三郎入道)

文8. 4. 幽2 :文永七 犬:丸方預所習得分米送文 御使僧    定成

:文8. 4，2 文永七三河村田作米送文 御使僧    定成

丈8. 4. 5 犬丸方文永七預所一得曙色々雑物 僧良正(新三郎入道)

文8. 4. 5 犬:回方文永七預所御首分米送文 伊勢入道殿代官漆嶋為三

ﾚ 代官   源信忠

文8. 4. 5 犬丸方新三郎入道沙汰分文永六年預所御得分米送文 僧門正

文8. 4. 5 犬丸方新三郎入道沙汰分文永七年預所御得分米送文 僧良正

文8. 4. 24 交永七年犬:丸方布送文

御
使
僧
 
 
 
 
定
成
1

文8. 5. 7 犬丸導水三分段別銭 1       僧良正

交8. 5. 11 文永七年犬:丸方様米代麦送文
Li鞭僧  定成

表7

区
 

分
 
 
職

名

犬
丸
方
及
び

犬
丸
方
預
所

犬
丸
方
新
三

郎
入
道
名

犬
丸
方

 
水
原
分

小
河
村

 
 
預
所
代

伊
勢
入
道
殿
代
官

 
 
同
代
官

 
 
同
代
官

(御

P
預
所
代
官
)

御
 

使
(
僧
)

署
名
者

官
治
三
種

源
信
忠

漆
嶋
為
忠

僧
長
真

僧
議
真
)

僧
良
正

僧
良
正

(
新
三
郎
入
道
)

水
原
恒
高

僧
良
正

定
成

文
永
代

(
年
月
)

七七七七七七七

十十十九 十六
一一一 @ 九一
？ ？ ？？
八 八 八八

四 五 四四

七
・
十
一
～
八
・
四

八七

五五

八
・
四

〔
注
〕

ω
 
『
醍
醐
寺
文
書
』
 
(
大
日
本
古
文
書
、
以
下
同
じ
)
口
の
二
六
一
頁
、
二
五
五
員
、

 
日
の
三
三
頁

ω
 
『
福
岡
県
史
資
科
』
八
二
の
四
四
頁

㈲
 
磨
保
年
代
か
ら
時
代
は
降
る
が
、
醍
醐
寺
文
書
日
の
二
五
三
頁
、
文
永
五
年
六
月
二
等

 
十
三
日
、
き
ひ
の
き
く
ま
さ
等
連
署
請
文
は
、
在
地
の
動
向
を
示
し
て
い
る
中
に
「
あ
諜

 
か
ま
の
□
け
ん
そ
う
と
の
」
と
あ
っ
て
赤
間
と
若
宮
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
梛

 
示
し
て
い
る
。

ω
 
い
つ
れ
に
し
て
も
、
平
安
未
の
鎮
西
武
士
団
原
田
・
田
田
、
山
鹿
の
諸
氏
が
そ
の
所

 
領
を
平
家
没
官
領
と
さ
れ
。
頼
朝
の
支
配
下
に
入
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く

 
鞍
手
も
平
家
没
宮
家
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

㈲
 
史
料
綜
覧
、
天
喜
元
年
の
条
、
日
本
社
寺
大
観
二
八
五
頁
、
鞍
手
郡
誌
一
一
六
頁
、

⑥
 
三
寸
総
五
郎
「
六
条
八
幡
宮
に
つ
い
て
「
(
歴
史
と
地
理
八
巻
六
号
所
収
)
、
源

 
頼
義
勧
請
説
が
室
町
末
期
の
史
料
に
拠
る
も
の
が
多
い
と
こ
ろ
が
ら
否
定
的
見
解
で
あ

 
る
。

ω
 
「
吾
妻
鏡
」
の
文
治
一
7
5
年
十
二
月
三
十
日
の
条
に
、
 
「
旧
臣
者
、
貼
故
廷
尉
禅
室
六
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条
御
遺
跡
、
被
網
勧
請
石
清
水
し
と
見
え
て
い
る
。
石
清
水
文
書
硫
に
「
六
条
八
鳳
縦

 
宮
放
生
会
用
途
注
進
と
い
う
史
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
六
条
八
幡
宮
と
の
関
係
を
示
す

 
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
㈹
 
そ
の
後
天
正
年
間
の
検
地
で
、
秀
吉
が
京
都
の
社
寺
の
処
替
を
行
っ
た
時
、
東
山
大

 
仏
殿
の
地
に
移
し
、
慶
長
十
年
に
現
在
の
地
、
下
京
区
五
条
橋
東
に
移
っ
た
。

⑨
 
若
宮
八
幡
宮
交
書
、
六
条
八
幡
宮
領
文
書
正
文
の
文
書
目
録
に
も
見
え
る
。

⑩
 
前
掲
魚
澄
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
磨
永
六
年
の
よ
う
で
あ
る
。
醍
醐
寺
文
書
8
の
三
七

 
頁

 
 
『
醍
醐
寺
文
書
』
日
の
六
三
頁

働
 
 
『
同
 
 
 
 
』
日
の
七
三
頁
、
七
九
頁

働
 
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
、
六
条
八
幡
宮
の
項

ω
 
魚
澄
氏
前
掲
論
文
、
日
本
歴
史
大
辞
典
に
よ
る
。

㈲
 
川
添
昭
二
「
鎌
倉
、
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
少
弐
氏
の
所
領
に
つ
い
て
」
 
(
九
州
交

 
化
史
紀
要
十
一
号
)

㈲
 
『
鞍
手
郡
誌
』
所
収
、
山
部
村
、
喋
喋
文
書

⑰
 
伊
藤
常
足
『
太
管
内
志
』
上
の
五
〇
七
頁

⑯
 
『
太
宰
管
内
志
』
上
、
若
宮
八
幡
の
条
に
、
若
宮
八
幡
宮
は
源
義
平
を
祭
神
と
す
る

 
と
い
う
以
下
に
あ
る
「
当
社
緑
起
」
の
記
述
は
疑
わ
し
い
点
が
多
い
。

働
 
鞍
手
郡
郷
土
史
六
五
頁
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
。

⑫①

@
貝
原
益
軒
「
筑
前
国
続
風
土
記
」

⑳
，
野
口
喜
久
雄
「
江
戸
時
代
の
遠
賀
川
の
水
運
」
 
(
史
渕
九
一
輯
)

⑳
 
『
醍
醐
寺
文
書
』
日
の
二
五
〇
～
二
六
二
頁

㈱
 
 
『
 
同
 
文
書
』
日
の
七
九
頁

図
 
同
じ
日
付
の
年
頁
運
上
の
梶
取
が
同
一
人
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
同
時
に
運
送
さ
れ

 
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㈱
 
『
石
清
水
文
書
』
因
，
の
一
＝
六
頁

㈱
 
相
田
二
郎
『
中
世
の
関
所
』
四
六
頁

⑳
 
『
醍
醐
寺
文
書
』
e
の
二
六
頁
、
足
利
義
詮
御
教
轡

劔
 
魚
澄
氏
前
掲
論
文

㈲
 
魚
澄
氏
は
論
文
中
、
鷹
永
六
年
に
安
堵
し
た
と
さ
れ
る
の
で
こ
れ
に
従
っ
た
。

㈲
 
醍
醐
寺
文
書
一
七
函
八
○
号
文
書

鋤
 
こ
の
時
の
大
内
氏
は
義
弘
の
代
で
あ
り
、
醍
醐
寺
と
六
条
八
幡
宮
と
の
関
係
が
結
ば

 
れ
て
の
ち
醍
醐
寺
門
跡
と
大
内
氏
が
折
衝
し
て
請
所
と
な
り
、
代
官
と
し
て
内
藤
智
得

 
は
若
宮
荘
と
の
関
係
を
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
，
大
内
氏
は
慮
永
以
降
北
九
州
に
勢
力

 
を
浸
透
さ
せ
、
筑
前
国
の
植
木
荘
や
豊
前
の
金
国
保
な
ど
に
も
大
内
氏
に
よ
る
請
所
化

 
が
見
ら
れ
る
。
 
(
拙
稿
「
田
川
地
方
荘
園
史
料
集
成
」
、
石
清
水
八
幡
宮
善
法
寺
領
に

 
は
と
り
わ
け
大
内
氏
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
)

㈱
 
『
鞍
手
郡
誌
』
、
一
四
三
五
頁

劔
 
『
太
宰
管
内
志
』
上
巻
、
五
一
四
頁
、
し
か
し
こ
の
「
当
社
縁
起
」
に
は
寛
文
の
年

 
号
が
見
え
近
世
の
作
で
あ
る
の
で
、
棟
札
の
方
が
史
料
的
に
は
確
実
で
あ
る
。

圃
 
醍
醐
寺
文
書
一
七
函
四
二
号
文
書

㈲
同
、
一
茜
の
坤
七
喜
茎
、
 
 
 
 
 
課

㈱
同
 
 
一
七
画
三
八
号
文
書
 
 
 
 
 
 
 
 
油

㈱
 
こ
こ
で
醍
醐
寺
交
書
に
残
る
過
所
の
年
代
を
示
す
、
 
(
 
)
は
文
書
番
号
 
 
 
 
漁

 
永
享
十
一
年
二
月
三
日
 
(
十
八
幽
一
四
二
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雛

 
永
享
十
二
年
二
月
廿
五
日
(
十
八
函
一
四
三
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甑

 
永
享
十
三
年
二
月
十
四
日
(
十
八
函
一
四
五
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
馬

 
嘉
吉
二
年
十
二
月
廿
日
 
 
(
十
八
幽
一
四
七
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㏄

 
嘉
吉
三
年
十
二
月
廿
六
日
(
十
八
函
一
五
一
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戯

萎
二
年
三
月
廿
九
日
(
十
八
雨
二
五
三
号
)
 
 
 
 
嗣

 
文
安
三
年
三
月
九
日
 
 
 
(
十
八
函
一
五
四
号
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㎡

文
安
四
年
二
月
廿
四
日
(
＋
八
聖
五
言
乃
)
 
 
 
 
 
 
 
姐

 
文
安
五
年
九
月
廿
七
日
 
 
(
十
八
画
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
R

文
安
六
年
二
月
吾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隔

宝
徳
二
年
一
月
廿
六
日
 
 
(
十
八
画
)

宝
徳
三
年
八
月
十
日

宝
徳
四
年
三
月
十
七
日

長
豫
二
年
五
月
二
十
一
日
(
十
七
画
五
六
号
)(

昭
和
五
十
年
七
月
一
日
 
受
理
)


